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牛乳生産における組飼料利用と生産効率

15) コーンおよびグラスサイレージ混合給与時の採食量と援食行動

0角谷泰史・田中進・近蕗誠司・諸岡敏生・大久保E彦・朝日田康司(北大農)

目的:演者らは粗飼料の効率的利用を基盤とした高路乳牛の飼養

方式の確立を目的とした研究の一環として、粗飼料多給下におけ

る採食量と採食行動について検討している。これまで放牧時の探

食量と採食行動について報告した(日畜79回大会，同道支部42回

大会)。本報告では、冬期舎飼期におけるサイレージ多給下での

採食量と探食行動について検討した。

方法:北海道大学農場の搾乳牛群の内、粗飼料を多給している13

頭を、 1986年11月から1987年4月まで供試した。給与飼料は、サ

イレージ 26-56kg (前の10日間の採食量の105%を目安に給与量を

設定)，乾草 3kg，G S P lkg，揖厚飼料ト8kg(乳量の10-25%)

であった。サイレージは、也乳初期牛(分娩後80日まで)に対し

てはコーンサイレージとグラスサイレージを 7: 1 (原物広)、

泌乳中期牛(分娩後81-210日)に対しては3: 1、泌乳後期牛

(分娩笹 211日以降)に対しては1: 1の割合で混合し給与した。

飼料給与時聞は、サイレージ 10:00，20: 00、乾草 14:00、GSP

10:00、渡厚飼料 8:00， 14:00，20:00であり、サイレージおよ

び濃厚飼料はそれぞれ1日当たりの給与量を等量に分割して給与

した。このような飼養管理下で、飼料摂取量の劃定およびサイレ

ージ給与後 120分間(!0: 00-12: 00， 20: 00-22: 00)における採食行

動の観療を延べ 104回行なった。

結果:1)乾物摂取量は、泌乳初期，中期，後期でそれぞれ捜厚飼

料 5.8，2.9，1. 4、GS P O. 9， O. 9， O. 9，乾草 2.5，2. 4，2. 3、サイ

レージ 15. 6，14.8，10. 7kg/dであり、サイレージ摂取量は溢乳初
。~4-8-ユ/，0 /.!j) 

期，中期，後期の順に少なくなる傾向にあった。 2)サイレージ給

与後 120分間の乾物摂取量は、泌乳初期，中期，後期でそれぞれ

10:00-12:00に 6.9，6. 2， 4. 6、 20:00-22: 00に 6.6， 5. 2， 3. 7kg 

であり、サイレージ摂取量の大部分は給与直後に探食していた.

3)サイレージ給与後 120分間の採食時聞はそれぞれ 10:00-12:00

に93，97，98、 20: 00-22: OO~こ92 ， 86 ， 79分であった。採食時間当た

りのサイレージ接取量は、それぞれ叩:00-12:00に74，65，48、

20: 00-22: 00に72，62，48gl分であり也乳担担L 哩塑ι金型企胆に ツJ 乞，
俳Sふく一幕っーた。-4)サイレージ給与後 120分聞の採食時間当たりの

b i te撤はそれぞれ 10:00-12:00に67，60，問、 20: 00-22: 00に64，

51，47回/分であった.

牛乳生産における粗飼料利用と生産効率

16) スプリングフラッシュ時の翰換放牧による草地の利用

0成慶一・角谷泰史・斎藤均・諸岡敏生・近藤誠司・大久保正彦・朝日田康司 (北大農)

目的:説者らは組飼料の効率的利用を基盤とした高泌乳牛

の飼養方式の確立を目的とした研究の一環として、放牧に

よる草地の有効利用について検討している。本報告では、

スプリングフラッシュ時の輪換放牧による草地の利用につ

いて検討したロ

方法:1987年 5月13日から 6月30日までの47日問、北海道

大学農場の搾乳牛24頭を、放牧地面積の遣いにより、 H区

(1. 7 ha) とL区 (3.3 ha) に12頭ずつ分けた。用いた放

牧地は造成後平均 6.3年経過のオーチヤードグラス主体混

揺草地で、一部はシロクローパが僅占していた.両区とも

放牧地草からの期待乾物探食量、期待利用率を、それぞれ

10kg， 70%として、朝夕 2回(それぞれ 2.5時間)の輪換

放牧をした。給与謹厚飼料は、産次と乳期を考ri:して乳量

の5-20%とした.放牧地草以外の粗飼料としては、コーン

またはグラスサイレージを4-10kg、乾草を 3kg給与した.

草高は 10a当たり 23ケ所測定した.現在草量と放牧地草採

食量は坪刈り法により推定した。なお、スプリングフラッ

シュによる余剰草があったため、 L区の一部は探草や育成

牛の放牧に利用した.また、両区とも 6月中~下旬に掃除

刈りを行なった。

結果:1)草高 (cm) はH，L区でそれぞれ、放牧前 40.5，

30. 7、放牧後 20.2，18.1といずれも L区が低かった。 1ha 

当たりの現存草量はH区に比ベL区が少なく、草高の低い

ほど草量も少ない傾向にあった.。

2)草地利用率(%)はH区 37.9， L区 46.9、放牧地草

からの 1頭当たり乾物採食量 (kg) はH区 6.1， L区 8.0 

でいずれも L区が大きかったが、両区とも期待値よりは低

かった.

3)放牧強度(頭/ha) はH区では 7.1、L区では採草や育

成牛の放牧に利用したため 4.9であった。

4)休牧日数は H，L区でそれぞれ 13.3，12.4で、両区と

もスプリングフラッシュ時においては適切な日数と推察し

た。

5)以上のように、スプリングフラッシュ時においても、余

剰面積を採草などに利用することによって短草の利用が可

能であった。しかし、利用率・探食量をともに向上させる

ためには、草地の植生、放牧時間と時間帯、乾草・サイレ

ージの給与時間と時間帯などから総合的に検討する必要が

ある。
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3 高泌乳牛のとうもろこしサイレージ主体混合飼料・自由i菜食間蓑法に閉する試験

5.泌乳中期における混合飼料の切りj換えが飼料摂取量，乳量，乳組成などに及ぼす影響

01反東健・、出岡諦太郎・・、原悟志、森 i青一、南橋 昭 〈新得高試.'1見根釧農試、・・現滝川高試)

目的:泌乳中聞におけるとうもろこしサイレージ主休混合飼料 2)乾物慎取量， T 0 N摂取量及びFCM量は問料切り換え直後

の即時切り換えが飼料摂取量，乳量，乳組成などに及ぼす影響に の1週間に一定の変化を示し，その後Iあまり変動なく推移した。

ついて究明する。 飼料切り償えにf'1~う減少量(切り換え前4週間の平岡1直一切り換

方法:乳牛延21頭を供試し，分娩後23週日に混合飼料の即 え後4週間の平均値〉と，混合飼料の濃厚問料混合比事・栄養価

"寺切り換えを行った。試験J!日聞は切り換え前4週間，切り換え後 の減少率の聞に下記の関係が認められた。

4週間とした。粗飼料〈とうもろこしサイレージ:乾草，乾物比 DMI 減少量(I{g/日〉

2 : 1)と濃厚飼料の混合比率(乾物〉及'(JCP含量(乾物中〉

から 12通りの切り換えとなった。切り換え前，及び切り換え後

における混合問料の濃厚飼料混合比率はそれそ'れ， 20-50%， 

10-'35%， TDN含量は64. 9~74. 9%，63. 1-

7 1. 9%， C P含量は 13.0-16.2%，12. 2~13. 

3%の範囲内にあった。また，飼料の切り挽えに伴う平均減少率

(範聞〉は鴻厚飼料混合比率 15 % (0 -3 0 %) ， T 0 N含量3.

2 % (-O. 4 -7. 3 %)，0 C P含量1.6% (ーO.3-4. 

0%)であった。切り換え前の平均FCM量と休重はそれぞれ2

8. 8 kg、694k g，切り換え後では25.8kg， 684 

kgであった。

結果:1)混合岡料の濃厚飼料混合比率の減少 (X，，切り換え

前比率%一切り換え後比率%)とTDN含量〈乾物中〉の減少率

(Y， ，同%)の聞にY，=-O.075+0. 213X， (r=O 
. 94)の関係が認められた。

=0.226+0.1"47X，、(1'=0.77)

= 0". 0 9 0 + O. 6 4 2 X 2 + O. 2 1 4 X 3 (R=O. 79) 

FCM減少量(l{g/日〉

= O. 8 2 9 + O. 1 4 1 X I (r=O. 75) 

= O. 7 1 2 + O. 6 3 0 X 2 + O. 1 6 3 X 3 (R::O. 79) 

FCM持続率(%)

= 9 7. 06-O. 4 8 X I (r=0.73) 

=97.74-2.25X2→ O. 5 2 X 3 (R=O . 80 ) 

X，濃厚飼料減少率 (%)， X2: T 0 N含量減少率(%)

X3 : CP含量減少率(%)

3)飼料の切り換えに伴う混合飼料のTDN含量の減少率と牛乳

のSNF，蛋白質含量の減少率の聞に正の宵患な相関関係が認め

られた。

4)飼料の即時切り換えに伴う消化器の障害は認められなかった。

4 高泌乳牛のとうもろこしサイレージ主体飼養時における乳脂率とその変動要因

。中辻浩喜・原 悟志・黒沢弘道・小倉紀美〈新得畜試〉

目的:一般的に、飼料中組繊維含量が減少すると、ルーメン内pHお

よび酢酸:プロピオン酸比 (AP比〉の低下が起こり、最終的には、

乳脂率が低下することが知られている。今回は、高泌乳牛のとうも

ろこしサイレージ主体飼養時における乳脂率とそれら変動要因との

関連について検討した。

方法:新得畜試の泌乳牛群の中から27ii買を用い、 1987年5月21日お

よび6月4日に、牛乳サンプルおよびルーメン内容液の採取(朝の

給餌前〉を行なった。当場における泌乳牛の飼義体系は、とうもろ

こしサイレージ主体の飼料給与であり、給与飼料は、とうもろ'"し

サイレージおよび牧草サイレージ(乾物比2: 1で分別給与〉、濃

厚伺料で乾草は給与していない。証拠厚飼料は、乳量の25%量をスト

ールフィーダにより 1自分を 3固に分けて自動給与している。また、

採食量はすべて全頭毎日測定している。豆ど"J_5--豆Z}!および

5 メ29と6..~ど$.のそれぞれ 1 週間を 1 期と考え、 2 湖、延べ 54iili

のデータについて解析を行なった。

結果:1)とうもろこしサイレージおよび牧草サイレージの乾物率

は、それぞれ、 29.3%，44.1%、乾物中粗繊維含量は、 21.6%.

37.8%であった。

2) 1日1頭当りの乾物摂取量は、 10.1--22.3kg、体重比で、1.46

--3.63%であった。

3)摂取乾物中灘厚飼料割合は、 15.3--71.8%、組繊維含量は、

10.6--22.5%であった。

4) 1日1頭当りの乳量は、 13.8--45.3kg、乳脂率は、1.41--

4.82%であった。

5)ルーメン内容液pllは、 6.48--7.49、AP比は、1.40--4.80であっ

た。

6 )上記のデータから、ルーメン内容液pH(pH)およびAP比 (AP)

と摂取乾物中粗繊維含量(%、 CF')との回帰式を求めると、

それぞれ、 pH=0.034CF'+6.404 (r = 0.502料〉

AP= 0.257CF'ー1.398 (r = 0.796*本〉となった。

また、乳脂率(%、 F)とルーメン内容液AP比および摂取乾物中

粗繊維含量との回帰式を求めると、

それぞれ、 F= 0.528AP+ 1.592 (r = 0.843件〉となった。

F = 0.153CF'+0.557 (r = 0.759本本〉

これらのことから、とうもろこしサイレージ主体飼養時において、

乳脂E認を 3.5%以上に保つためには、摂取乾物中粗繊維含量は、

19.2%以上必要であると考えられた。
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アルフアルファのザイレージと原料草の栄養価の比較

前回善夫

目的:アルフアルファ ザイレージの栄養価を原料

草の栄養価と比較した。アルフアルフアサイレージ

はザイレージ添加剤〈乳酸菌培養代謝濃縮物質〉を

添加したものと無添加のものを調製し比較した。

方法:サイレージの原料草を 6月22円に刈取り消

化試験に供試し， 6月24Rに添加剤使用サイレージ

を， 6月25日に無添加サイレージを 500kg詰めの簡

易サイロに調製し， 4か月後消化試験に供試した。

消化試験はめん羊を用い，残飼が給与量の20%程度

でる量を給与して行った。

結果:原料草とザイレージの成分含有率に差はみ

られなかった。栄養価をみると，乾物摂取量に差は

なかったが‘乾物および有機物消化率は原料草で63，

65%，無添加サイレージで60，62%と原料草が高く，

添加サイレージと原料草とには差はなかった。粗脂

肪の消化率は添加サイレージが59%，原料草および

無添加サイレージが各々 50%で添加サイレージが高

かった。原料草，無添加および添加ザイレージの

(中央農試〉

。仁PおよびT[)N合有率は各々 14.8，12.2， 1'3.8%およ

び60，58， 59%で，原料草が無添加サイレージに比

べ高く，添加サイレージとの聞には差はみられなか

った。[)(P:およびT[)N摂取量は各々 12.4，10.7， 12.6 

g/同日 .75および52，51， 54g/kg目.75で無添加サイレ

ージの n仁P摂取量が他に比べ少なかった。全窒素お

よび無機物の出納をみると，全窒素では添加サイレ

ージの摂取量が無添加に比べ多く，尿への排池量は

原料草が無添加サイレージより多かった。糞中への

排湘量に差はなかったが，糞中への排地割合は無添

加サイレージが他に比べ高く，蓄積率は添加サイレ

ージが高かった。カりでは添加サイレージの摂取量

が原料草に比べ多かった。糞への排糟量は原料草が

他に比べ，尿への排i世量は無添加ザイレージが原料

草に比べ多かった。糞への排地割合は原料草が，蓄

積率は添加サイレージが他に比べて高かった。他の

成分ではリンの摂取量で添加サイレージが原料草に

比べ多かった他は差はみられなかった。

6 同一原料草から調製した 1番刈牧草のサイレージと乾草の窒素利用性の比較

0花田正明・西村和行・峰崎康裕・杉本E之・坂東 健 (根釧農試〉

目的 粗飼料を基盤とした乳牛の飼養方式において補助飼 結果 1)各飼料の乾物率およびー乾物中のcp，cwc含量は、そ

料を効率的に給与するためには、基礎となる粗飼料の消化 れぞれ us では 16.6% ， 14.3%.59.7見、 ws では 38.5~;.14.6

管内における飼料の利用性を把握する必要があり、演者ら %.56.4%、Hでは85.6%，11.8%.66.7%であった。 2)各飼料

は飼料の第一胃内における分解パターンに着目し、調製条 の乾物摂取量は、設定を満たしていた。 3)窒素摂取量は、

件の異なるグラスサイレージの飼料利用性についての研究 US. WS. Hでそれぞれ0.20kg/d，0.20kg/d.0.16kg/dで

を実施している。本報告では、水分含量の異なるグラスサ あった。 4)U S. W Sの乾物および窒素消化率は、ほぼ等

イレージならびに乾草の窒素の利用性について検討した。 しくそれぞれ70%，68%であったのに対し、 Hの乾物および

方法 第一胃カニューレを装着したホルスタイン種乾乳牛 窒素消化率は、それぞれ67%，57%であり US." WSに比べ

3頭を供試した。供試飼料は、オチヤードグラス・チモシ 低い値を示した (P<.05) 0 5)窒素摂取量に対する尿中窒

ー主体の同一草地から調製した 1番刈り(出穂期)の予乾 素排湘量の割合は、 US.WS. Hでそれぞれ52%.48%.43

しないグラスサイレージ (US)、予乾したグラスサイレ 1であり、予乾処理をしたことにより尿中への窒素排地量

一ジ (WS)ならびに乾草 (H)の3種類を用いた。各飼 が低下する傾向がみられた。 6)窒棄摂取量に対する窒素蓄

料とも調製時にフォレージハーベスタで 3-4cmに切断し 積量の割合は US.WS. Hでそれぞれ16%.20%.14%であ

た。給与量は 1頭当たり60gD門/門BS/dとし、 1日2回 (9: った。 7)第一胃内におけるナイロンバッグからの3.9.24時

00，21:00)に等量ずつ給与した。試験期間は各飼料とも予 間後の窒素消失率は、それぞれ USで61%.80%.85%、WS

備期14日間とし、 15日目より 5日間、窒素出納試験を実施 で61%，69%，76%、Hで36%.43%.78%であり、第一胃内にお

し、さらに20日目より 3日間、ナイロンバック法により第 ける飼料蛋白質の遅分解性分画の分解速度定数は、 USで

ー胃内における窒素消失率を測定した。 最も大きかった。
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トウモロコシ葉及び大豆棄の硝酸塩還元酵素活性

。城地 信之・高橋 澗ー・藤田 裕 (帯広畜産大学)

1 .目的、高等植物の葉に存在する硝酸塩還元酵

素の活性発現に関与する要因を明らかにする目的で、

ポット栽培したトウモロコシ葉及び大豆葉より EDTA

添加及び無添加条件で調製した粗酵素抽出液を用い、

硝酸塩還元酵素活性に及ぼすフェナジンメトサルフ

エート (PMS)の彩響を検討した。 さらに、過刺の

EDTA及びタングステン酸塩の添加 eが酵素活性に及ぼ

す膨響についても検討を加えた。 2. 方法、トウモ

ロコシ及び大豆をパーミユキュライトで各 1/2000aの

ワグナーポットを用い、栽培した。 発芽後 43、

6 5日齢で50mMKN09溶液を施肥し、酵素の誘導を行

なった。 実験 1)施肥 1日目及び 2日目に、各植

物休より葉部を刈り取り、 lmMEDTA添加及び無添加

条件で租醇素液の抽出を行ない、酵素活性値(~，uol

NOi/hr/g FM)を比較した. さらに、酵素活性測定

反応液に反応終了後、 O.3mMPMS漏加を行ない、 PMS

無添加の場合と酵素活性値を比較した。 実験 2)施

肥 2日目及び 3日目に、 lmMEDTA添加条件で実験 1) 

同様に粗酵素液の調製を行ない、 10mM及び40mM 

'EDTAとlmM タングステン酸塩添加条件下で酵素活性

の測定を行ない、無添加の対照区と比較した。 3. 

結果、実験 1)粗酵素抽出液へのlmMEDHの締加に

よってトウモロコシ葉で約ラ倍活性値のt首加がみら

れたが、大豆葉では顕著な影響は認められなかった。

PMSの添加は生成NO:Z:の呈色反応に関与し、施肥 1日

自の酵素活性値が、トウモロコシ薬及び大豆葉でそ

れぞれ12.7%及び53.3%の増加を示した。実験 2)反

応液に10mMEDTA を添加した場合、トウモ口コシ葉

及び大豆葉いずれも 40---60%活性値の減少を示した。

40mM EDTA 添加によって大豆葉の酵素活性はほぼ完

全に抑制された。 1mMタングステン酸塩の添加によ

り施肥 3日自のトウモロコシ葉及び大豆棄の静素活

性値がそれぞれ14.2%及び19.4%の減少を示した。

8 乳牛に対する加熱処理大豆の給与効果の検討

0原信志・森清一・伊東季春(新得畜試)・出岡諜太郎(滝川畜試)

[目的] 近年、高泌乳牛の飼料として関心が高まって

いる加熱処理大豆について、飼料価値および泌乳に及ぼ

す効果を検討した。

[方法] 加熱処理大豆 (HS B)は、大豆を蒸煮圧べ

んした後、グレインロースターにより加熱し調製した。

第一胃フィステル装着牛を用いた第一胃内N消失率の

測定およびめん羊による消化試験を実施したほか、次の

泌乳試験を実施した。

HSB区および大豆粕 (SBM)区の2処理を設け、

泌乳牛8頭を2群に分け、反転試験法により試験した。

給与飼料は、粗飼料(とうもろこしサイレージ 2:乾

草 1 )と濃厚飼料の比を66:34、および乾物中の

CP含量を 16%とする混合飼料とし、飽食量を給与し

た。濃厚飼料は当場指定配合 (CP16%)とHSBま

たはSBMを用いてCP含量を調製した。なお、 HSB

区中のHSBの含有率は乾物で11.ち%であった。混

合飼料の粗脂肪含量は、 SBM区およびHSB区でそれ

ぞれ3.4および:5.3%であった。 1期の飼養期間は、

18日間(予備期12日十本期6日)とし、飼料摂取量、

乳量・乳組成および血液性状を調査した。

[結果] 投入後6および12hの第一胃内N消失率は、

SBMで43および75%であるのに対しHSBは33

および50%と低かった。一方、めん羊を用いて測定し

たCP消化率は、 SBMおよびHSBでそれぞれ89.

7および86.0%と差はみられなかった。

泌乳試験については、乾物摂取量、乳量、乳脂率およ

び乳蛋白質率は、 SBM区でそれぞれ20. 5Kg、30.

2Kg、3.68および3.01%、HSB区で同じく 2

O. 3Kg、31. 1 Kg、3. 67および2.96%であ

り、乳組成では処理問差はみられなかったが、乳量では

HSB区が有意に多かった (PくO. 05)。血液性状

では、 BUNは両区とも 11 mg/dl前後で差はみられな

かったが、トリグリセライ・ドはSBM区7.3に対しH

SB区9.4mg/dlと有意に高かった (PくO. 01)。

以上のことから、加熱処理大豆の給与により泌乳量は

増加することが示された。このことの要因としては、加

熱処理大豆の脂肪および蛋白質の質による影響と考えら

れるが、今後さらに検討を要すると思われた。
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9 大豆粕添加給与時の稲ワラの自由摂取量と反怨胃内での繊維消化

0劉 建新・諸問敏生・近藤誠司・大久保正彦・朝日田康司 (北大農)

目的:演者らは、乾草やワラを用いて、反担胃内微生物

への N源とエネルギー源の供給バランスが反垣胃内での繊

維消化を通して反宮家畜の粗飼料摂取量に影響を及ぼすこ

とを明らかにしてきた(日畜78，79回大会;同道支部42回

大会)。稲ワラでは、エネルギ-iJ]{ (ADOM)供給に対する N

顕<RDN)供給の比率(RDN/ADOM)がかなり低く、エネルギー

供給に対する N供給の不足が示唆された.そのため、反沼

胃内での繊維消化が劣っており、摂取量が低かったと思わ

れた。今回は、 N甑としての大豆粕 (SB1.oの添加が稲ワラ

の摂取量に及ぼす影響について反語胃内繊維消化の観点か

ら検討を行なった.

方法:3頭のルーメンカニューレ装着羊を供試し、稲ワ

ラを自由摂取させ、無添加処理を対照区として 3レベルの

SBM添加処理を設けた。既報の稲ワラの摂取量および反語

胃内分解度から、 RDNノ¥JOMがそれぞれ 19，27， 33 g/kgに

なるように、 SBM添加量を 1日l頭あたりそれぞれ 100，

200， 300gとした.飼料摂取量、反語胃内でのN、側、繊

維消化およびN出納について測定を行なった。

結果: 1)反君胃内における Nの分解度は然添加， 100， 

200， 300gの SBM添加の各処理でそれぞれ 21，36， 49， 

55%で、 SBM添加レベルの増加に伴い高くなった。 OMの分

解度は 41-46%の範囲内にあり、処理問に差がなかった。

RDN/ADOMはそれぞれ 5~ 15， 22~ 32 g/kgと SBM添加レベ

ルの増加に伴い高くなった。 2)反語胃内での繊維の可

摺化部分の割合 (PED)は各処理とも50%以下で、 SBM添加

による PEDの増加は見られなかった。 PEDの消化速度、反

担胃内通過速度ともSBM添加レベルの増加につれて向上す

る傾向にあったが、その程度は小さかった. 3) 稲ワラ

の乾物自由摂取量は然添加処理の 938g/d(34 g/kg四)に

比べ、 100gのSBMを添加した場合に 1136g/d(40g/kg町}

に増加したが、それ以上の添加レベルでは殆ど増加しなか

った. 4) N消化率はSBMの添加により有意に向上した.

N摂取量に対する尿中N排濯量の割合は然添加， 100，200， 

300gのSBM添加の各処理でそれぞれ 44，57， 48， .53%であ

り、 SBM添加に伴い増加したN摂取量は必ずしも効率よく

利用されなかった。 日以上のように、稲ワラにSBMを

添加した場合、 RDN/ADOMの値は良質乾草と同様なレベルに

攻普されたものの、稲ワラの摂取量はあまり改善されなか

った。それは、稲ワラの PEDが低く、また、 N掘の添加に

よっても、 PEDが改善されず、 PEDの消化速度がさほど向

上しなかったことに起因するものと推察した。

10 粗飼料を単独給与した 5か月齢乳用雌子牛の窒素およびエネjレギーの利用

0 小)11貴代・諸岡敏生・近藤誠司・大久保正彦・朝日田康司(北大農)

目的:演者らは、粗飼料利用性の高い乳牛を育成する目的

で、粗飼料主体の育成方法が乳用雌子牛の成長および飼料

利用性におよぽす影響について横々な観点から検討を行な

っているロその一環として、本報告では、 5か月齢におけ

る粗飼料利用性について窒素およびエネルギーの観点から

解析した.

方法:1986年 5-7月に北海道大学農場で生産されたホルス

タイン種峰子牛 8頭を 6週齢で離乳し、 4か月齢以降、粗

飼料育成群 (R群)、慣行育成群 (C群)の 2群に分げた。

5か月齢(平均体重R群 135，C群 159kg) に物質および

エネルギー出納試験を行なった。 R群には、グラスサイレ

ージを 1日 l頭当たり lkg給与し、 2番刈乾草を自由採食

させた。 C群には、この他に市販の温厚飼料を 2kg補給し

た。

結果:1)乾物摂取量(g/day) は.R群 35!i7，C群 4343で

あり .C群の粗飼料:温厚飼料の比率は、 60:40であった.

それらの乾物当たりの粗蛋白質含量(%)は、 R群、 C群で

それぞれ 10.2，14.0、CWC含量伐)は、 64.5，48.3で

あった。

2) 各飼料成分の消化率(%)は~ R群、 C群でそれぞれ乾物

61. 2， 69.7.粗蛋白質 51.3， 68.7、CWC61.3，58.5 

であった。

3)摂取Nおよび可消化Nに対する蓄積Nの割合協)は、 R

群 26.2，50.6， C群 44.6，64..8であり、 C群が高かった。

4)総エネルギー摂取量(kJ/kgo.'I5/day) は、 R群 1603，C群

1745であり、エネルギー消化率、代謝率(%)は、それぞ

れR群 59.1，49.7，C群 68.3，59.3であった。可消化エ

ネルギー摂取量に対する尿、メタンエネルギー量の割合お

よび代謝エネルギー摂取量に対する熱発生量の割合は、 R

群がやや高かった，総エネルギー摂取量に対する蓄積エネ

ルギーの割合伐)は、 R群 2.8，C群 8.1であった.

5)エネルギー出納の結果から求めた成長のための代謝エネ

ルギーの正味利用効率(包)は、 O.352となり、読者らが

E週齢離乳の雄子牛で得た 0.476( 7週齢、第 3回 AAAP，

1985)、0.516 (7-10週齢、第 5回 WCAP，1983) に比べて

低かった。
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11 ペレニアルライグラス~.矯・およびマメ科混矯草地ぶおける育成 i雄子羊の体重変化

0 北守 勉(滝川畜試)・涜藤 利朗(新得畜試)・吉田 悟(中央農試)

目 的 i 目、・ 2回目および 3回目それぞれ58.0%、54.0%お

マメ科混播が、放牧育成雌子羊・の発育におよぼす よび50.0%といずれも50%台で推移した。 10a当た

影響を検討した り現存草量は各輪換回次平均で単播区 193kgおよび

方 法 r 混播区 416kgで、混熔区は単播区のおよそ 2倍景を

利用2年目のペレニアルライグラス単播およびマ 示した。草丈は、単播区19.5cmおよび混播区25.2cm

メ科混婚の 2草地(以下、単播区、混播区という) で、混矯区がやや徒長気味に経過じた。

に、サフォークの離乳雌子羊をそれぞれ10頭ずつ配 t1 )放牧開始後 4週頃より混播区の供試羊のほと

し、 1986年 7 月 22 日~'r0月四日までの 100 日間放牧 んどに軟便が観察されたが、糞便中の虫卵数はE常

した。放牧方法は、両区ともに補助飼料なしの昼夜 な範囲にあった。単指区の供試羊には 1頭が観察さ

2牧区輪換とした。放牧頭数の調整は15頭の草地不 れたのみであっ'た。

定の予備羊を用意し、草地の状態、特に現存草量を 放牧開始後4週ほどは両区ともに近似した増体推移

参考に行った。移牧は 2草地同時とした。水および を示したが、以後混燭区の増体量が常に単橋区を上

鉱塩は常備した。 回った。全期間の増体量は、単熔区13.0kgに対して

結果 混婚区19.0kgとなり、単婚区を 6kg(46%)上回っ

1 )両区ともに 2牧区輪換により各牧区 3問ずっ た。

の利用を行った o haXiたり延ベ放牧頭数は、単播区 以上の結果、 7月以降における離乳雌子羊の育成

1217頭および混矯区2083頭で混婚区が 866頭多かつ を目的とした放牧には、シロクローパ混播のペレ二

た。 アルライグラス草地が有望と考えられる。

2 )混矯区のシロクローパ植生割合は、放牧 1回

12 ペレット成型した蒸煮・解織処理シラカンパのめん羊による消化率

0出岡謙太郎・岡本全弘(滝川畜試) ・伊東季春(新得畜試) ・遠藤展・葛西章(林産試)

し目的:木材チップに蒸煮・解織処理を行うと、木 キューブと処理シラカンバを 7:3の割合で混合し給

材の細胞壁構造が破壊され反~家畜による消化性が 与した。処理シラカンパの消化率は、アルフアルフ

改善される。しかし、解織したちのは、かさばづた ァ人九イキューブの消化率が併給時にも変動しないも

状態で取り扱いが不便なので、形状の検討も必要で のとして、間償法により算出した。

ある。とごでは、蒸煮・解織処理後、粉砕してペレ 3.結果:処理シラカンパは、いずれも NFEと組繊維

ツトに成型したものについて、めん羊による消化試 が大部分を占め、組蛋白質と粗脂肪はは程度であ

験を行った。 一 り、粗灰分は1%以下であった。解織形状に比べ、ベ

2.方法:供試樹種はシラカンバで、蒸煮条件は蒸気 レットでは、いずれも組織維含量が少なかった。

圧力 15kg/cm、蒸煮時間 3分であった。蒸煮後ダブル 粗蛋白質消化率は、代謝性糞窒素の関係でいずれ

ディスクリファイナーのディスク間隙を 7mmとして もマイナスの値となった。有機物消化率は、解織形

解織したものを対照とし、とれをさらに粉砕しペレ 状が 51.7%で、ペレットでは、組ー硬:50.8耳、組『軟

トに成型したものと比較した。粉砕条件は平均粒径 : 48. 2耳、細・軟:47.6耳、細ー硬:43.9%の JI買に低く

が 0.26および 0.52m;:! (以下ぞれぞれ細および粗とす なった。粗繊維消化率は、解織形状が 46.0%で、ペ

る)の 2処理で、これらをそれぞれ、かさ密度1.1お レットでは、粗ー軟:42. 1耳、組・碩:41. 0%. 細凶軟

よぴ 0.9g/cc (以下それぞれ硬および軟とする)の 2 : 33.5%. 細ー硬: 26.5%の JI買に低くなった。これは

段階でペレットに成型した。消化試験は、サフォー 粒径の細かいものは消化管内通過速度が速く、特に

ク去勢雄めん羊を供試し、予備期 14日、本期 7日の 繊維分画が十分に消化されないまま第一胃を通過し

全糞採取法で行った。飼料は、アルフアルフアヘイ てしまう結果と考えられた。
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13 7バディーンアンガス縫牛(未去勢牛)の肥育

。佐藤幸信・西邑隆徳・裏 悦次・清水良彦(新得畜試)川崎 勉(天北農試}・新名正勝(道南農試)

目的 アバディーンアンガス雄牛の温順な気質と効率的に赤肉を生

産する特質を活用した肥育技術を検討した.

方法 平均9カ月齢で舵乳した春生れのアバディーンアンガス縫牛

20顕を4群に分げて供試した. I区およびE区は、各4顕を用い、

とうもろとしサイレージと乾草を自由探食させるとともに、体重比}

1.4%および0.8%の浪厚飼料を給与して、 16カ月齢および18カ月齢

でと殺した。田区およびW区は、各8顕を 2分して、一方にとうも

ろとしザイレージを1日l顕当り 5kg (m.-:-a区、 IV-a区)、他

方に10kg(m-b区、 IV-b区)定量給与した.iI厚飼料と乾草は、

両区とも日増体量が1.4kdこなるように必要養分量を計算して給与し

た.m区は18カ月齢で、 W区は20カ月齢でと殺した困対照区は、iI
厚飼料と乾..を自由採食させ、 18カ月除でと殺した去勢牛5顕であ

る.

供拭半は、枝肉およびE肉開査を実施し、各区の内、平均的な 1顕

の精肉についT調査した.

結果 肥育期間を通し、各区とも直線的に噌体し日僧体量は対照区

を上回っていた.1 kg槽体に要LたTDN量は、 I区4.40旬、 E区4.08

IV-a区は1.7cIIおよびIV-b区は2.1cmであり対照区と同程度とな

った

枝肉中の筋肉、勝防、骨割合を代表すると言われる g~l1ロース

郁構成において、各区とも対照区より筋肉割合は高〈、脂肪剣合は

低くなり雄牛とじての特徴を示した。

精肉歩留は、各区とも 61. 4~64.9% の縄開に在り、対照区より 10

~15%高かった.

肉中の水分合量は、l 各区とも対照区より多い傾向を示した。脂肪

含量は、 I 区、 E 区およびE区では、 3.0~4.8% と少なかったが、

何一a区は7.4%およびIV'-b区は7.5%であり対照区と近似した値

となった。ハンタ一色差百十で測定した肉色は、各区とも対照区と同

程度かやや劣る傾向を示したJ特に、 '16カ月齢でと殺じたI区の b

値はかなり低い値を示，した。

以上の結果、アバディーンアンガス雄牛を用いた肥育は、去勢牛

と比較じて，~り効率的な赤肉生産が可能である。 i また濃厚飼料をか

なり給与して肥育する渇合、 16カ月齢では肉色に難点があり、 20カ

月怖ではやや過肥となる傾向があるため、 18カ月程度の出荷が妥当

kg、m-a区4.92kg、m-b区5.08kg、IV-a区5.17kg、およびW と考えられる。

-a区5.18となり、対照区の7.39kgよりもかなり下回っていた。

枝肉歩留は、各区とも 60.0~62.4% の範聞に在り、対照区と差が

なかった。しかし、正肉歩留は、余剰脂肪が少なかったため、対照

区よi りも 3~6%高かった.枝肉等級は全顕が並みであった。皮下

脂肪厚は I 区、 E 区および皿区では、平均0.8~ 1. 0æ と薄かったが、

， 
‘!  

14 くん炭化がビッグベール乾草の飼料価値に及ぼす影響

0戸苅哲郎(;竜川畜試〉、上村俊一、峰崎康裕、花田正明、坂東 陸、 (恨釧農試〉、石川 享(天北農試〉

目 的 :道東地方において，近年省力的な乾草調製機械として

ビッグベーラが急速に普及してきているが，調製時期の天候不I1聞

により，乾燥不十分での梱包が行われ，くん炭化する事例が多く

見られる。本試験では，調製，貯蔵条件の異なるピック‘ベールで

発生したくん炭化乾草の飼料価値についての検討を行った。

方法 :チモシー主体2番草を原料に，目標水分35%のビッグ

代、ールを調製，堆積収納して得られた，各段階のくん炭化乾草を

用い，去努めん半4頭による消化試験，若雌牛4頭による採食性

試験〈単一飼料自由採食法〉と，一般成分分析， AD処理分析を

行い，くん炭化に伴う消化性の低下との関連について検討した。

結果 :1.一般成分値については，くん炭化の著しいもので

粗脂肪の若干の増加が見られた以外，くん炭化に伴う変動は特に

留められなかった。

2.各成分消化率については，粗脂肪で増加，粗繊維で横ばい傾

向を示した以外，いずれもくん炭化に伴い減少した。

3.栄養価についても，くん炭化に伴う減少傾向が示され，この

傾向はTDNでよりも， DCPで，より顕著であった。

4.若蝿牛による採食性試験により，くん炭化乾草でも軽度のも

のであれば，良質乾草に近い原物摂取量を期待できることを確認

できたが，くん炭化に伴う栄養価の低下に従い，乾物， TDN， 

DCPの摂取量では徐々に良質乾草との差が聞く傾向にあった。

重度のくん炭化乾草では，原物摂取量でも良質乾草より10%少な

く， DCP摂取量ではほとんどOになるという結果が示された。

5.くん炭化に伴い， AD.Fは増加， ADS.N比 (AD可溶性窒

素対全窒素比〉は減少の傾向を示し，前者は乾物消化率と負の，

後者はCP消化率と正の，それぞれ高い 1次の相関関係が認めら

れた。また， 2番乾草のADFとADSN比との聞には2次の相

関関係が認められた。すなわち，良質乾草では， ADFの増加に

かかわらずADSN比がほとんど一定であるのに対し， <ん炭化

傾向が認められる乾草では'，'ADSN比の変化量がADFの変化

量よりも大きいことが示され，くん炭化の指標としてはADSN

比を用いるのがより適当と判断されたo
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15 天北地域における 1番草'<u栄養価の推移

上出 縄〈中央農試〉

円的:天北地壊における 1番草の栄養価を生育日数 はlQ・3，26.2， 68.4%， PRが 14.3，20.1，70.2%，

とのi関係について検討した。 ‘ 開花始で OGが 8.9，30.8， 57.3%， TYが 7.4，32.6， 

方法:供試草種はオーチヤーードグラス (OG，キタミ 64.0%， PRが I0 • 4， '27. 9， 65. 4 %であった。 TDN%

ドリ)，チモシー (TY，センボク)，ベレニア j!.ラ で65%以下になったのは OGで 6月 88， TYが 7月 5

イグラ手 (PR，ビートラ〉の 3草種で 51年に造成し， 日， PRが 7月 6日であった。生育日数(5月1日から

52年から 54年まで調査した。刈取は OGが 5月276か の日数〉と飼料成分の関係をみると，粗蛋白質と粗

ら 7月25日， TYが 5月28日から 7月25日， PRが 8月 繊維は 2次回婦が， TDN，粗脂肪，粗灰分，可溶無

5日から 7月25日まで 5-10日間隔で行い，一般成 窒棄物は 1次回婦が適合した。生育日数(X )と飼

分は常法で分析し， ; DCPとTDN は日本標準飼料成分 料成分(y )との聞に，粗蛋白質で， OG はy= 38. 

表の消化率を用いて求めた。 、 58-0.84X + O.0055X2， TYは Y=27.34-0.48X + 

結果:出穂始と開花始はOGが 6月 7日， 25日， TYが 0.0028X 2， PR はY=27.02-0.35X+0.0014X2， 

6月23日， 7月 10日， PRが 6月 15日， 7月 5日であ TDNとの聞には， OG は Y:::.84.3-0.49X， TYはY=

った。租蛋白質含有率，粗繊維含有率， TDN含有率 的 .2-0.26X， PRは Y=: 81.0-0.24.X.O)回帰式が得

はそれぞれ出穂始で OGが13.7，24.3， 6iL2%， TY られた。

16 寒地型牧草における粗蛋白質の真め消化率

石栗敏機 (中央農試)

1.目的

寒地型牧草における粗蛋白質の含量，消化率.可消化量の関係

ならびに摂取量と排j世量の関係を調べ，その真の消化率と内因性

および微生物態物質に由来する糞中粗蛋白質量(以下，内微量と

略記)を推定しだ。

2.方法 1 

イネ科牧草240点，マメ科牧草76点の合計316点の消化試験の

成績を用いた。真の消化率と内微量の推定はLUCAS test およ

びBLAXTERらの方法によった。牧草および糞中の窒素はケル夕、ー

ル法で測定し， 6.25倍し粗蛋白質とした。含量は乾物100g中のg

数で，乾物および粗蛋白質の摂取量と排池量は体重を0.75乗した

メタボリック・ボディ¥サイズ (kgO.75) 当た'りの g数で表示し

4た。

3.結果

粗蛋白質含量はイオ、科牧草で4.9~25.2g，マメ科牧草で13. 7~ 

27.5gの範囲であった。

i 含量 (xep)と消化率(y.，IG )の関係で，含量が 5gから10g
まで急速に消化率が高くなり，その後，徐々に緩やかになり， 80% 

前後の値へ限り無くちかずく関係にあった。含量を逆数と常用対

数へ変換した場合で比較する!と，イネ科牧草および全体では逆数

の場合の相関係数が高かったが，マメ科牧草では近似した。オ

チヤードグラスで YoIG =ー15+7110gx CP とGLOVERらの YoIG 

=ー15+70logxcp に近似した。全体の316点から YoIG =92-

333/x CP . (r=.O. 92)の回帰式が得られた。

含量 (x;p)と可消化量(YocP)の関係で，イネ科牧草;

YocP =-3.3+0. 92x CP マメ科牧草: YocP =-4.4+0.98x CP が

得られた。これらの関係からイネ科牧草，マメ科牧草それぞれの

真の消化率は， 92%，9邸 内微量は乾物摂取量に対して3.3%，4.4%

と推定された。

粗蛋白質の摂取量(XCp1 )と排池量(YCPF)の関係で，イネ科

牧草 YCPF =1.2+0.18XcP1 アルフアルファ YCPF=1.8+0. 11X 

CP l'が得られた。

粗蛋白質の摂取量(XCp1 )とDCP摂取量(YOCpJ)の関係で，

イネ科牧草 YocP 1=-1. 2+0. 82X .CPI アルフアルファ

YocP 1 =ー1.8+0.89XCPIが得られた。これらの回帰係数は粗蛋白

質摂取量がDCP摂取量に変わる割合を示じ¥真の消化率ではな
いと考えた。

めん羊の内微量は，イネ科牧草で1.2g/kg0.75マメ科牧草で

2.5g/kg 0.7.5からそれぞれ，粗蛋白質摂取量に比例して増加し，

粗蛋白質摂取量のイネ科牧草で10%，アルフ iアルフア?で 7%'に相

当する量がさらに加算された量であった。

粗'蛋白質の含量(X:ν100gDH)とその消化率(Y:%)との聞には Y=

a-b/Xの分数回帰式が適合した。 aは真の消化率を， bハ00は乾
物摂取量当たりの内微量の割合を近似的に示すものと推定された。
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17 飼料中のデンプンと石灰石含量が離乳子牛の消化率念らびK糞性状 K及ぼナ影響

。西埜 進・森田 茂・野口敏夫(酪農大)

目的:反すう家畜のデンプン飼料主体時Kは，第 結果:高デンプ!ン主体時Kは，対照区の乾物，酸

ー胃での吸収を上回る揮発性脂肪酸が，第一胃内の 性デタージエント繊維の消化率が低デンプン主体時

不消化デンプンととも K下部消化管の方へ流出され のそれより有意忙高〈なった.さら K石灰石区では.

るとしている.しかし，既往の報告には，排世糞の 酸性デタージエント繊維，細胞壁物質事Fよびデンプ

デンプンと酸度の関係が明確で念いもの，あるいは ンの消化率が対照区K比べて有意K高かった.高デ

デンプン摂取量とか消化率など不明のものもみられ ンプン主体時の糞pHは，対照区で低デンプン主体

る.そこで，演者らはデンプン飼料主体時の消化率 時よ b有意 K低<.石灰石区では対照区より有意K

K対する石灰石と他の飼料要因との関係を検討した. 高〈左!?.糞中デンフ・ン含量との聞に負の関係が認

方法:供試牛 K離乳後のホルスタイン種雄子牛( められた.同時K石灰石区では.血清中カルシワム

平均79日齢) 4頭を用いた.試験区は，子牛を低デン 漣度が対照区よ b有意陀高かった.上記 C酸性デ

プン主体時(デンプン含量乾物中約2596) と高デン タージエント繊維とデンプンの消化率陀対する成分

プン主体時(約 42~杉)陀分け.さら K各主体時の・ー 含量の寄与率は 85. 6296であった.温厚飼料から

方を対照区(カノレジクム含量乾物中0.15%). 他方 のカ Jレシワム摂取量の増加に伴って.酸性デターヅ

を石灰石 3.5~杉添加した石灰石区(1.42第)とした. エント繊維ぉ、よびデンプン (pく0.10) の消化率が

消化試験は，各試験区を4X4ラテン方格法(予備期 有意K高〈念るととがわかった.以上のととは.デ

10日間.本期5日間)陀割当て全糞採取法で行った. ンプン飼料主体時の石灰石給与が繊維成分会よびデ

飼料給与日量は，濃厚飼料3.2kg，乾草0.8kg(給与 ンプンの消化率を改善するととを示唆している.

比率8: 2) であった.重回帰分析は，給与飼料の成

分含量を独立変量，消化率を従属変量として行った.

18 肉用牛集団における遺伝径路閣での選抜効果の比較

O 清水 弘、山内和律、上田純治(北大農)

目的:肉用牛などの大家畜集団では、遺伝子伝達径

路間で、選抜からその効果の発現までの期間やその

効果は必ずしも等しくない。最適な育種計画の策定

において、各径路での効果を考虚して選抜形質を選

択することが有効と考えられる。本研究では、我が

国の黒毛和種の集団を想定したモデルに基づいて、

各径路での選抜効果を検討した。 方法:集団は種

雄候補牛生産の育種群、肥育素牛生産の熊殖雌牛群

と肥育牛群の3牛群を想定した。繁殖雌牛群の雌牛

は同牛群内で更新し、父牛は育種群より供給する。

選抜は育種群の若雄、雌牛の父、母牛 (4径路)、

第殖雌牛群と肥育牛群の父牛の6径路で行うとし、

各々の径路での育種効果を予測した。種雄候補牛は

同群の雌牛に交配して生産した後代の 24ヶ月まで

の成績で、また、雌牛は初産子離乳までの成績に基

づいて選抜した。親牛の供周年数は現状の年齢構成

(野村と佐々木， 1986) と選抜種畜については、

選抜後4年間とを想定した。種畜が生産された年か

ら20年後(短期)と 40年後(長期)までに累積

される l世代の選抜の効果を累積割引発現量として

評価し、また、育種効果は、種雄牛と鱗殖趣牛の繁

殖能力 (AI能力，産子能力)と 36ヶ月仕上げ肥育

牛の産肉能力の3項目で評価した。各径路で選抜さ

れた種畜の遺伝的優越差を 1単位と仮定した。

結果:(1) AI能力は種雄牛の母及び父牛の選抜効果

が最も大きく、両者の聞には大きな差はなかった。

(2)短期 (20年)の産子能力の選抜効果は紫殖雌

牛父牛の選按から最も大きな効果が得られた。しか

し、供周年数4年、金利 0%のときの40年後では、

種雄牛父及び母牛の選抜効果がより大きくなった。

(3)産肉能力については、肥育素牛父牛の遺按効果

は最も早期に現われ (8年後)、短期の効果も大き

い。 40年後では、金利0%のとき、種雄牛父、母牛

の効果が大きいが金利 6%では3つの径路間では差

は殆どない。
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乳用種雄牛母牛の能力評価産次数と供用回数

。山内和律 i・久内英明不.上田純治・清水弘(北大農、キカッタージャパン)

目的:北海道では、乳用牛雌牛の能力評価値が雌牛 およびそのまた母牛の1---3産次記録を含めたとき

指数として一昨年から公表され、種雄牛能力評価値 の改良効果を比較した。供用回数は1---3回とした。

、と組み合わせて、種雄牛候補牛を計画的に交配、生 改良効果は1世代の選抜による40年後までの累積割
産できるようになった。乳用牛の最適な育種計画の 引発現量に基づいてDiscαmtedGene Flow法で予測
指針を得る目的から、種雄牛母牛の能力評価に含め した。金利としてO、2.5、5.0%を想定した。結果:
る産}欠記録数と交配供用回数について検討した。方 雌牛自身の記録を含めないときの改良効果はこれら

法:毎年叩万頭の乳牛が更新されー初産次の乳牛検 を含めるときに比べていずれの供用回数についても

定率ω%とじ~ 2産次以降め検定残存率80%、初産 2年以上早く、母牛候補牛の生後8年目にま影工るが、

分娩月齢28ヶ月齢、分娩間隔日.5ヶ月、若雄牛の精 その改良速度は小さい。これに対して、自身の記録

液生産開始月齢を18ヶ月、 f針t検定済種雄牛の精液 を含めると種畜価推定の正確度が増すことにより改

使用開始を78ヶ月齢とした。若雄牛1頭の生産に5 良速度も早まり、初産次記録を含めたときの累積改

頭の母牛に交配、後代検定用娘牛1頭当り4頭の母 良量はいすi1.の金利においても、供用回数1回のと
牛に交配する。母牛の年齢構成は1985年現在のもの き21、22、24年目まて斗こ上回った。その他の供周囲
について一部修正して用いた。毎年若雄牛40頭を後 数についても同様な結果がえられた。また、同産次

代検定し、上位4頭を若雄牛生産に、上位20頭を検 問、いずれの金利でも供用回数2回のときの改良量

定済種雄牛として供用する。字L量の遺伝的改良を対 が最も大きかったが供用回数の間で・は大きな差はな

象に想定し、遺伝率0.20、反復率0.5、遺伝標準偏 かった。これは供用回数を増やし選抜強度を高めて

あ40kgとした。母牛の候補牛の能力評価値には、そ も世代間隔がながびき一部相殺されることによる。

の父牛と祖父牛の能力評価値のみ(雌牛自身の評価

値を含めない)がらと、それらに加えて、母牛自身

20 フι《、ールドデータによる飼料利用性の遺伝的特性の把握

0西村和行・峰崎康裕・花田正明・杉本宣之・坂東 健(道立根釧農業試験場〉・西部 潤〈十勝農協連〉

目的:乳用雌牛の生産能力評価については、今後、牛乳

lの質〈特に乳固形分〉や飼料利用性〈牛乳生産効率〉との

関連で評価することが必要になって来ている。演者らは、

これまで固形分補正乳量、飼料利用性の簡易指数と体格と

の関係〈日畜道支部41回大会〉、また採食パターンとの関
係〈日畜79回大会〉について報告した。しかし、フィール
ドデータからの飼料利用性の遺伝的解析は、未だなされて

いないことから飼料利用性の遺伝的特徴を把握し、今後の

乳牛改良の一指標とするための可能性について検討した。

方法:十勝西部の酪農家で乳牛検定事業に登録されてい

る乳牛のうち1982年 4月-1983年3月までに乳期を終えた
もののうち乳期が 240日以上の 3，922個の記録を用いた。
分散分析は、種雄牛による一重分類法と種雄牛・分娩月・

産次の三重分類法(Hendersonの方法111による最小二乗
分散分析法〉によった o'分娩月は春 (3，- 5月〉、夏 (6

- 8月〉、秋(9-11月〉、冬(12-2月〉の 4水準、産次
は初産次から 5産次までの各々の産次と 6産次以上の 6水

準である。分析に供した形質は乳量、乳成分量、 PC門(脂
肪補正乳量〉、 SC門(SNP補正乳量〉および生産効率とし
て PC門，S仰を用いた飼料利用性の簡易指数(F'C川;SCMI)、
飼料効果、さらに年齢ー分娩月により補正された乳量、乳

脂肪量、 PC阿lである。
結果:分娩季節の影響については、生産量および生産効

率ともに冬が高く夏が低く春と秋がその中間であった。ま

た、産次の彫曹は、生産量では 4産固まで上昇し、 4産目

をピークに下降する傾向を示した。しかし、生産効率は初

産次以外でほぼ似かよった値であったが、飼料効果は 5産

固まで上昇し (2.09==>3.36)、 6産目以降は低い値であっ
た(2.25)。このことは、 6産目以降の牛は濃厚飼料巳対す
る反応が直接乳量に反映していないものと推察された。分

散分析の結果、平均平方値についてみると、生産量はいず

れも産次の影響が大きく、特に、乳量、乳脂肪量では季節

の要因の約 2倍であった。一方、生産効率のうち、 PCMI， 
SC門lは季節の影響が産次の要因の 2倍以上であるのに対し、
飼料効果は産次の影響が季節の要因より大きく、産次の要

因に強く支配されていると考えられた。したがって、飼料

利用性の簡易指数は季節を考慮するならば、全産次を通し

て一つの選抜指標として用い得る可能性が示唆された。遺

伝率は一重分類では PC門I，SC門|で各々 0.17，0.20であり i、

三重分類では各々0..17，0.18とやや低くく、また飼料効果

は各々 0.03，0.04と極めて低かった。しかし m 補正された
PC門|については、 1各々 0.39，0.20であった。さらに、三重
分頼での遺伝相関係数は、飼料効果と生産量との聞で-0.3
o - 0; 11の範囲であるのに対し、 PC川，SCM1 1fは0.41-
0.60と牛乳生産効率を表わす指標として有効と考えられた。

また、遺伝的能力との関係を考慮するために補正された生

産量との関係を見吾と、飼料効果で・0.54-0.03であるの

にF'C門I，SCMIは0.48-0.73と高いl正の相関々係を示し、 t飼

料利用性の簡易指数を選抜指標のーっとして用い得ること

が示唆された.
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21 平均近交係数及び有効な集団の太きさからみた北海道和種馬の遺伝的構造

、。宝寄山裕直(新得畜試)，上田純治・清水弘(北大農)，横田禎(日本馬事協会)

目的:北海道和種馬は、かつて 9万頭以上を数え

たが、現在は僅か 1千数百頭余りと設減し、その

保存と有効な活用方法が関係者の周で計られている。

しかし、その遺伝的な集団構造は必ずしも明らかで

はない。そとで今回は、との品種の遺伝的構造につ

いての分析を試みた。 方法: 1979年から 1985年

度までの 7年聞に日本馬事協会において登録され

た血統及び補助血統登録馬 1044頭を分析材料とし

た.分析は全道を一括して行うと共に、道東、道央、

日高、道南の各地域毎に分けても行った.父馬及び

母馬の平均年齢と平均世代間隔はその個体の誕生年

とその父馬と母馬の誕生年の差より求めた。集団の

平均近交係数は各馬の血続を 3世代まで遡り求め

た。有効な集団の大きさは実際に鮪殖に供用した頭

数から求めた. 結果: との 7年聞に、父馬と母

馬の平均年齢は、全体で 2.3年、1.8年それぞれ長

くなり、 1985年では 8.07才と，8.37才であったー

年齢分布は父馬では 4-8才に緩やかなピークがあ

り、その後急速に減少していたが、母馬は 4才を

第一会場午後の部

ピークとし、以後援やかに減少していた。地区別で

は、いずれの年度においても日高がその他の地域よ

り高齢であり、道南は若齢の傾向にあった.世代間

隔は全体では年度が進むにつれて、長くなる傾向に

あるが、地域聞の比較では、日高が長く、道南では

短くなっている。集団の平均近変係数は、全体では

1982年に 4.12%と最も高山値を示したが、以後、

下降し 1985年には 2.00別こなっていた。 f集団の

有効な大きさについてみると、毎年著しい増加を示

したが、未登録馬の登録に因るものと思われ、全体

の傾向を見るのは難しい。しかじ、有効な大きさと

実際の集団の大きさの割合は、供用される種牡馬の

数に強〈影響を受け、 1985年度で最も大きな割合

となり、実際の集団の大きさの 61.6%であった.

以上の結果より、本種では血統記録が取られること

による近交回避と、その種牡馬の数の増加とが有効

な集団の大きさを増加させる一因となっているもの

と推損された.

22 ウシ血清アルプミン抽出物の添加によるマウス分離割球の培養

0高橋昌志 上田純治・清水弘(北大農)

目的:家畜の初期臨を体外培養、あるいは割球

分離等の操作を行い、さらに非外科的に移植の可能

な発生段階にまで体外で培養をしていくととは困難

である。これは、培養液に必要な要因が必ずしも解

明されていないととによると考えられる。近年、培

養液中の細胞増殖因子の重要性が注目されてきてい

る。本研究ではそのーっと考えられるウシ血清アル

プミン(BSA)付着低分子量抽出物質の、マウス分割

割球の発生に及ぼす効果について検討した。

材料及び方法:BSA fraction V (SIGMA)を強酸

で溶解し、その溶液を分子量1万の櫨過膜を用いて

限外諸過を行なった。諸液を凍結乾燥して得られた

抽出物を数種の濃度( 0.2025， 0.405， 1.35， 4.05 

8.74mg/ml)で基本培養液 (BMOC-3)に加え実験区と

し、無添加培養液を対照区とした。 ICR系マウスの

雌にト9i.uのPMSGを腹腔内注射し、 48時間後にHCG

を同量注射した後、雄マウスと同居させた。翌朝、

腔栓を確認し、とれを妊娠1日目とし、 2日目の夜

(10:00 p.mー 2:00à~m) に採卵し、 4細胞期卵を実験

に用いた。卵を培養液で数回洗浄後、 CaMg-free 

PBS中に20分間おき、透明帯を除去し、細いピペッ

トで静かに吸引して単一割球に分離した。 分離割

球を各々の培養液中で 5%.CO2 37.Cの条件下で培養

した。未処理卵も同様に培養した。 60時間の培養の

後、発生状態及び形態について観察を行なった。

結果:60時間の培養の後、正常な旺盤胞にまで発

生した1/4卵の比率では、高識度の培養液 (8.74mg/

ml)で培養した割球は、無添加培養液の割球に比べ

て有意に低く、とれに対し、低譲度(0.2025mg/ml)

で培養した割球は、有意に高かった。 ζのととから

BSA由来低分子量抽出物は、体外培養における分割

割球の、発生、分化に関して何らかの影響を及ぼす

のではないかと考えられる。
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23 町 北 海道におけるホルスタインー種雄牛り精子性状に閲する変動要因

'0寺脇良 P悟 J福井京子'・槙島拓朗・和地 4秀一申・白山勝彦 I申':c.・福井 豊・小野 斉
(帯畜大 l・申北海道家畜改良事業団 1申申4ジャパ;ニr町ホルスタイン 'プリーデング サービス)

【目的】ホルスタイン種雄牛の遺伝的能力が公表さ

れるようになって、使用される精液は特定の種雄牛

に集中化している。このような状況下では J頭の種

雄ょやから高品"質でかつ多ゃ量の精子を生産することが

必要となτる。本品研究では、l 精子性状におよ lます環境

ならびに生理的ι要因について検討した。ー【方法】実

験には、北海道に繋養されているホルスタイン'種雄

牛44頭のO.5)Dl凍結精漉;を用いた.各凍結精液は、北

海道家畜改良事業固ならびにジャパン ホルスタイ

ン i ブ 1)一、デンク' サ.，_，ピスにおいて、昭和601年 .6

月カ、ら11月まJでの期聞に採精および処理された。 l検

査は Iサ月当川たり各種雄牛について1回J融解直後と

4時間保存後(38度、 5%COけに一おけ!る精子の活カ、

生存率および頭帽の有。無について行った。'生存率お

よび頭、帽に関する検査は!、TI:1 p 1 e -s t a :i n法で行づた。

環境ならびに生理的要因とし Iてはイ文系統、採精場

所採精間隔、採精季節、種雄牛の年齢、および種

雄牛を考慮した。【結果】活力、生存率および生存

しかっ先体を有する精子の割合に関する平均値は、

融解直後において 59.1%.66.8%および 63';9%であり、

4時間保存後において 31.9%.38.0%および35.4%であ

ρ た。最も高い相関係数は、4時間保存後にお付る生

存率と生存しかっ先体を有する精子の割合について

推定された(r=0.97) 。また、4時間保存後における

各項目聞の相関係数は、融解直後に関するものと比

ベ高い傾向にあった。採精場所はすべての項目に対

して有意な効果を示した(.p<O. 01. 0.05.)。採精季節

の効果は融解直後の活力を除く項目において認めら

れた (p.<O.，Ol)。融解直後および4時間保存後の生存

し、かっ先体を有守る精子の割合は、 10月において最

も低〈、それぞれ61，.8%および，29.8%であった。種雄

牛lの効果は!活力を!除く項目!について認められた(p < 

0.01 )。父系統の効果はイ融解直後の生存率なら:び

に生?存しかっ先体を有する精子の削合において‘認め

られたが ('p(0.05) ;4時間保存後の項4自に関しては

まづた〈認められなかった(p> 0 . 05 ) 

J 

-' 

24 自家製腫内スポンジによるめん羊の季節外繁殖句

q福井豊て手塚雅文・赤池政彦・町山救郎・小野斉(帯畜大)

1.目的:めん羊の季節外繁殖に使用するため、 5'00

IIgプロジェステロン含有iの自家製睦(内スポンジ，を作 l

製した。この腫内'スポ!ン lジによる発}情誘起および受

胎率への効果を知るため(従来の 60llgメドロキ 1シプ

ロジコェステ Iロンソアセテート (MA P，)含E有の腫内ス

ポシジ。(オーJストラリア，アップ~ 3ン社製)と比較

検F討した。

2. 方法:使用した睡内スポンジは次の 3種である.

1 ) M A p.スポジジ、.II)MAP不合のスポンジ(ア iツ

プジヨジ社製〉に 500mgプロジェステロン'含有、 III)自

家製スポンジに 500mgプロジェステロシ含有、したも

のである。スポンジの密度は、 1)と 11)がO、0245g/

cc、皿〉がO、0204g/ccであった。これらを、実験 1で

は50頭のサフォーク種雌羊に 12日間捕入した。実融

2では 74頭のサフ才一ク種×フィニッシュ・ランドレ

ース種の雌羊に 9日間掃入した。スポンジ除去時に、

600IUPMS G(セロトロビン)を筋肉内注射し、試情

用雄!羊と 5日間同居させ。た。発情発見は 6時間毎に行

い、発情雌羊にはぜコンセラール (2ml:l00μg)を筋

肉内注射し、その後6時間目に、種雄羊で l回fのみ交

配させた。

3. 結果:実験 Iにおげる i、 l-IIJ群の発情誘起率は

1.00%、100%、 94'%，分娩率はそれぞれ85，%， 60%、57%1，

で、 4有意差はなかった o しかし、 500圃'gプロジエ;J:.，ス!テ

ロ巴ロ..ン腫腫h内スポンジでは(IIとIII群〉上、 処置f後愛;

発現までの時間は有意にに(p<0 、~05め)短:かカか‘つた。実験 2

の発情誘起率および分娩率は、 1-凹群でそれぞれ、

88%，.68%、68%および32%、 31%， .33%であった。発情誘

起率および分娩率とも、使用した腫内スポンジ聞に

有意差は認められなかった。

以上の成績から、 500agプロジェステロン含有の自

家製睦内スポンジは、 MAPスポンジと同程度の効

果があり、めん羊の季節外繁殖に使用でlきるものとも

おもわれた。
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25 ポールドーセット種の特性調査

0斉藤利朗(新得畜試)・北守勉・寒河江洋一郎(滝川畜試)・吉田悟・平山秀介(中央農試)

目的 近年、世界各国で季節外に出荷するラム生産用として注目

されている「ポールドーセット種Jについて、鱗殖成績、産毛成

績ならびに生産子羊の発育成績をとりまとめ、わが国の代表的な

肉用種であるサフォーク種と比較した固

方法 ポールドーセット種は、 1980年にニュージーランドから雄

3頭、雌10頭を輸入した。調査は、これら輸入羊と 1982-84年まで

の3年間に輸入羊から生産、育成した滝川産を対象とし、その記録

を収集した鼠次は、それぞれ初産から5疏(分娩延35碩)、初'Jimから

3i!s (分娩延39頑)までであった。また、初産から5産までのサフォ

ーク種(分娩延887碩)の成績を比較のために用いた。

結果 1)輸入羊の体型(15ヵ月悌)は、体高の割合に体長および尻

長が長く、胸柄も広く、全体としてサフォーク種より地低くな肉用

タイプであった。一方、滝川産は輸入羊に比べてかなり小型であ

った。

2)滝川産明 2歳雌の発情開始は8月 19 日 (6月 19 日 ~9月 1 日)とサフ

オーク種より 24日早かった。性周期は16.7日でサフォーク種と変

わりないが、妊娠期間は144.3日と3日短かった。

3)輸入羊の子羊生産率は5産通算で202.9%を示し、サフォーク

種173.4%に比較し有意に高かった。産子数割合でみると、双子を

分娩した母羊が76.1%とかなり高率であった.滝川産は3産通算で

165.7%であった。輸入羊の子羊の育成率は、サフォーク種より 10

%低い78.3%であったが、これは三子に死盛が多かったことによ

る。滝川産の、それは、サフオーク種と差がなかった。

4)2産自を終えた輸入羊8頭のうち1頭は、子羊離乳後7日目に発

情が起こり交配、受胎した。 144日後に単子を分娩したとの個体は

授乳中の48日目に発情が回帰し、交配させた結果、翌年春-に単子

分娩を認めた。続いて、秋の交配群に入れたとごろ、さらに単子

を分娩した。従って、との個体は2年間に3回分娩したことになる。

5)輸入羊および滝川底の子羊の生時体重は、単子雄4.4kg、峰

4.0kg、双子雄3.7岡、 ~3.6kgで、サフォーク積に比較していずれ

も1. 0~ 1. 5kg有意に軽かった固離乳時体重(1 20日齢補正体重)もま

た、単子雄37.8kg、雌30.0旬、双子機29.9kg、 ~29.0kgで、サフ

オーク種よりも有意に小さかった固

6)4ヵ月齢でと殺したラムは、体重が40.5kgであったため、冷

と体重17.0kg、枝肉歩留46.8%とサフォーク種に比較していずれも

低いが、枝肉に対する精肉歩留は77.1%となり差がなかった。枝

肉測定値では、枝肉の長さを表すK値の割に腰の幅および太さを

表しているG値および I値が高かった。

7)産毛成績(明 3~7 歳春)は.$'J毛前体重 59.4kg、毛量3.3旬、

毛長11.8鋼、産毛率5.6%で、サフォーク種よりも産毛率は有意に

高かった。毛の太さは52~54番手とやや太いが、手触りが良く弾

力性に宮み、ホームスパーン用に適しているように思われた。

26 電解イオン水投与が鶏卵の品質に及ぼす影響

0 市川舜・上田尚子・上回恵太郎・森津康喜 〈酪農大〉

目的:家畜、家禽における動物体の水分は一般に飲

水と飼料中の水分によって得られ、その量と質は健

康な身体の維持、さらにそれを構成する筋肉、骨格

などの正常な発育に重要な役割を呈していると云わ

れる。近年、人体、或いは競走馬、豚、乳牛などに

イオン水の給与が試みられている。そこで本実験で

はアルカリ性イオン水を鶏に給与し、特に鶏卵の品

質、貯蔵性などにどの程度の影響があるか検討し、

合わせて卵殻構成に関係する重要なグリセリン酸Ca

をイオン水に添加し調査を試みた。 方法;イオン

水投与区と対照の水道水投与区各40羽、計80羽

の産卵鶏を用いた。飼養管理はビニール張りの簡易

鶏舎の単飼ケージで当研究室の慣行によって行った。

供試したイオン水は自動流水型アルカリイオン整水

器によって水道水から電気分解し、 pH9......10に

調整した。なお、 Ca添加試験は603日齢からイ

オン整水器にグリセリン酸Caを挿入した。卵質の

調査は、卵重、 Hu値、卵黄童、卵殻厚、卵殻重、

卵黄のカラーと pHについて調べた。期間は、昭和

6 1年5月20日から 11月5日までの卵を 15回

に区分して記録し、また、貯蔵試験については7日

1 4日と 21日間に設定した。 結果;試験期間

中両区とも疾病の発生その他の臨床上、特に異常と

思われる所見は認められなかった。飼料摂取量、産

卵率においても影響は認められず、鶏にイオン水、

Ca添加のイオン水常時連続投与による影響はない

ものと思われた。 Hu値はイオン水投与を開始して

480日齢から 573日齢時(投与21日から 28

日目)に水道水よりも有意の値がみられたが、しか

し、以後再び両区の差は消失した。また、卵殻質な

ど卵諸形質におけるイオン水の明かな推移は認めら

れなかった。貯蔵卵におけるHuの推移は、 7日間

で56.8(く 0.1)、14日間41.2、21日間

では2O. 6となり、いずれもイオン水投与区を上回

る成績を示した。しかし、 Ca添加イオン水投与に

おける卵殻質など卵品質に明らかな影響はなかった。
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27 高エネルギー飼料給与鶏の冬季および春以降の産卵成績

0 小関忠雄、森容七徳、田村千秋、高橋武、田中正俊 (滝川畜試)

[目的]演者らは温度調節室を用いた試験により、特に冬季間 週齢 (4 月 ~7 月)の 1 8週間の産卵成績について検討した結

を中心として、環境温度とエネルギー摂取量の相互関係につい 果を報告するロ

て試験を続けており、 19 8 5年秋季家禽学会および 19 8 7 [結果] 1 1 月 ~3 月の鶏舎内温度の平均は、最低温度が 1 . 

年春季家禽学会に、低温環境における高エネルギー飼料の有効 1 'C、最高温度が6. 0 'C であったのに対し、 4 月 ~7 月の平

性を報告した。また開放鶏舎を用いて冬季寒冷時に(1 1月~ 均はそれぞれ 11. 8'C、18. 0 'Cであった。高エネルギー

3月)行った産卵試験の結果から、高エネルギー飼料を給与す 飼料区は両鶏種とも、 4月以降も飼料摂取量が少ないことから

ることにより日産卵量が 1g以上、飼料要求率は O. 1を越え 飼料要求率ではO. 1 2、O. 1 6 (それぞれシェーパ一、ゼ

る改善が認められたことを畜産学会第 79回大会で報告したロ ット Pの順。以下も同様)対照区に比べて良くなっているが、

そごで今回は、との高エネルギー飼料を給与した産卵試験につ 日産卵量ではシェーバーは対照区と比較して O.1 gと差はな

いて、引き続く 4月以降の結果について報告する。 く、ゼット Pでも O. 9 gと冬季間(1 1 月 ~3 月)に認めら

[方法] 5月ふ化のシェーパー・スタークロス 288 (以下シ れた差 1. 2 gよりも小さい結果となった。

ェーバーとする)およびロードホーンタイプの滝川ゼット P ( 1日1羽当たり ME摂取量は対照区に対し、冬季聞がそれぞ

以下ゼット P とする)の 2 鶏種を用い、 ME2800~/kg の れ26.11<<12、 23. 0 bd高エネルギー飼料区のほうが多かっ

飼料を対照区とし、高エネルギー飼料区にはME31001.mt/ たが、 4月以降では 15.4困、 20.1bdであり、高エネル

kgの飼料を給与して産卵成績を比較した。飼料のエネルギ}価 ギー飼料区が多いごとには変わりないが、そのME摂取量の差

を上げるには主として油脂添加により、両飼料とも CPは16 は縮まってきていた。つまり、冬季聞の低温環境から温度が四

%とした。試験期聞は 21~64 週齢にわたる 44 週間とし、 復するのにともなって、飼料摂取量が減っていく過程は、高エ

1 1月-3月の冬季 (25~4 6週齢)に引き続く 47-64 ネルギー飼料の方が大きく変化する傾向がうかがえた。

28 北海道における鶏卵の消費動向について

。田村千秋、小関忠雄、星直樹、森寄七徳、田中正俊(滝川畜試)

〔目的〕近年、消費者の鶏卵品質に対する感心が高

まって来たが、その感心の内容や新しいニーズの方

向を把握する事は、鶏卵の品質管理の改善方策や販

売方法を検討するために重要である。しかしこれま

で道内では、このような調査はほとんどおこなわれ

て来ていない。そこで、今回、鶏卵の消費動向を調

べるため、道内 4地域で消費者を対象にアンケート

調査を行った。

〔方法〕設聞は、卵に閣するイメージ、購入時に重

視する基準、今後卵に求められると思われる点を中

心項目とした。

アンケートは、札幌市、旭川市、滝川市および北

空知の農村地区で行い、総計 445人から回答を得

た。アンケート方法は、札幌市については面接と郵

送で行ったが、他の地区では面接法とした。

〔結果) 1. 卵に関するイメージについては、調理

用途の広さ、栄養が豊富、低価格で買い安い、の順

で肯定的な評価が高かった。しかし、コレステロー

ルが多い、食べすぎると健康を害する、安全性に不

安を感ずる、などの理由で強い否定的なイメージを

持っているとの回答も 18 ~ 2 8 %あった。現在の

卵の問題点としは、最近の卵の殻が弱い、という回

答が最も多かった。卵殻の色に対しては 36%の人

が赤玉(褐色卵)の方が白玉より栄養がありそうな

感じがする、と回答していた。

Z 卵を購入する時に重視する基準としては、まず

鮮度、日付表示の有無で、これらは、約 70%の人

が最も重視すると回答した。次いで重視する点とし

ては、卵が良く売れている庖を遇ぷ、品質管理の良

い庖を選ぶ、価格の安さ、卵殻の状態の良いもの、

などの l買であった a

S 今後卵に求められるものとして回答が多かった

項目は、産卵日付の表示、低価格、保存状想の改善

自然卵、低コレステロールなど健康に良い品質、の

)1買であった。
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第二会場午前の部

29 
牛舎内における乾乳牛の体温と気温および行動との関係について

0新出陽三・山本 誠・柏村文郎・古村圭子(帯畜大〉

目的:体温は生体の熱平衡によって決定される。この熱平衡は

熱産生と熱放散の平衡による。体温を一定に保ための仕組みは、

熱産生の変化と熱放散の変化という二つのものに集約ずること

が出来る。したがって、牛の熱環境への適応の研究の第一歩は

体温の変化を調べることにあるといえよう。そこで演者らは高

感度の温度計を用いて乳牛の体温を経時的に測定し、体温の変

化と環境温度や牛の行動との関係についてしらべた。

方法:1)供試牛はホル種の乾乳牛で予備実験に2頭、本実験

には3頭を用いた。牛はストール牛舎内につなぎ、乾草をのみ

を20Kg/日給与した。各牛には乾草を8時に給与し20時に

強飼を除去する期と、 20時に給与して8時に除去する期とを

設けた。 2)調査項目は体温(腔温)、牛舎内の気温、採食量、

採食行動、反窃行動、横臥・起立行動などである。 3)睦温は

サーミスターを艦内に掃入し高感度温度計を介して記録計に記

録して測定した。牛舎内の気温はサーミスターを床上約1.3 

m、牛体から約1mの場所に吊るし、睦温と同じように測定した。

採食行動と反窃行動はストレンゲージをつけたハルターで、牛

の顎の動きを記録して調べた。また、起立・横臥行動はビデオ

カメラを用い、タイムラップスビデオに録画して調べた。

結果:1)睦温はO.01 oC、牛舎内の気温はO. lOCまで、

連続的に測定可能であった。 2)8時、 20時のどちらの給飼

においても、給飼後2時間は睦温が上昇した。給飼時刻の違い

によって腔温の日内変動が明らかに異なった。 3)採食後睦温

は8時給飼でO.39士O.030C、20時給飼ではO.37 

:t0.040C上昇した。 4)反窃開始後睦温は8時給飼でO.

14:t0.050C、20時給飼では、 O.18:t0. OT'C上

昇した。 5)作立から横臥への行動の変化に伴なって、 8時給

飼でO.20:t0. 060C、20時給飼ではO.1 7:t0. 0 

20C睦温が上昇した。一方、横臥から起立への行動変化に伴な

って腔温は8時給飼でO.22:t0. 050C、20時給飼では

O. 18:t0. 030C逆に低下した。 6)急激な気温の上昇〈

5. lOC)に伴なって腔温は低下し (0.090C)、気温の低

下 (6.20C).に伴い腔温は上昇 (0. 110C)した。

30 バーンヤードおよびフリーストール牛舎における乳牛群の休息場所について

0 柏村文郎・池滝 孝・仲野裕司・中川 努・新出陽三 (帯畜大)

〈目的〉家畜にとっての快適環境について調べる手段として、

その行動から判定する方法が古くから用いられている。この方

法は、厳密には環境を充分コントロールした上で行なわれるも

のであるが、初めの段階として実際に使用されている飼養施設

における行動を観察し、その実体を把握することが有効であろ

う。帯広畜産大学附属農場の乳牛群は、広いバーンヤードをも

っフリーストール牛舎で飼養されており、牛は好みの場所を比

較的自由に選ぶことができる。そこで、この施設において牛が

四季を通じてどのような場所を休息場所として利用しているか

調査し、環境との関連性を検討した。

(方法〉牛群は、ホル種の泌乳牛および分娩の近い未経産牛か

ら成り、その頭数は季節によりかなり変動していたが、 60..... 

90頭の範囲であった。観察期間は、 1985年 10月.....19 

86年8月である。観察は、各月の上旬と下旬に5日間づっ、

朝 (7時または6時)、昼(1 2時半〉、夜 (20時)に行っ

た。ただし6.....10月の期聞は、牛群が日中2.....4時開放牧に

出されていたため昼の観察はしていない。観察方法は、バーン

ヤードとフリーストール牛舎内を一巡し、全頭の個体番号、位

置、行動の状態(起立・歩行・横臥)、体の方向を記録した。

また天候、バーンヤード表面の状態、風速、風向、温度、温度

なども記録した。

(結果〉フリーストール牛舎の利用率は、 12月から3月まで

特に高く、気温と負の相聞が認められた。また降雨時やバーン

ヤードの表面が濡れている時は、フリーストール牛舎の利用率

が高くなったが、降雪時はむしろ低くなった。バーンヤードの

牛群分布は一様ではなく、かなり偏在していた。とくに壁や棚

など.に沿った場所が高い分布を示し、中央部や建物の切れ間

では低かった。風による分布の変化は比較的小さかった。朝の

牛群分布には日の出の影響がみられ、昼は飼料給与の影響が大

きかった。また寒い季節では、太陽光線をより多く受けようと

する適応的行動が見られた。
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31 寒冷期の舎内環境とホルスタイン積去勢牛の肥育成績

。左 久， 吉野目故， 日高

1.目的:寒冷環境下では家畜の維持エネルギー要求

が増し、肉牛の生産性は低下するといわれている。

本研究では冬季聞の牛舎内環境温度の推移と肥育牛

の増体成績、飼料利用性について検討し、畜舎の外

気温緩衝効果と家畜の生産性に対する影響を飼料摂

取量と気温との数量的関係から考察しようとした。

2.方法:12ヵ月齢のホルスダイン種去勢牛 6ii買を鉄

筋コンクリ}ト造，片屋根・半開放式牛舎に収容、

温厚飼料及び乾草、コーンサイレージを給与する肥

育をおこなった。 1984年 1月から 2月まで 59日間

(寒冷期〉および 5月から B月まで 81日間(温暖

期)、舎内・舎外気温を連続自動記録するととも

に、朝給飼前の舎内・外空気のカタ冷却力と供試牛

の心拍数，個体別 1日探食量(自動給飼ドア使用〉

および体重(15日間隔〉の測定をおこなった。

3.結果:(1)寒冷期における舎内・外の 1日平均気温

にはおよそ 7日間隔の周期変動がみられ、日平均気

智， 岡田光男 (帯畜大)

温の舎内・外差は寒冷期 3.2.C( 10~ 0.8.C) ，温

暖期 0.5.C(I~ 0.2.C) で、供試畜舎の外気温緩衝

効果は寒冷期の方が大きかった。 (2)舎外空気のカ

タ冷却力は寒冷期 18.6:t2.2，温暖期 7.5:t1.7mcal/ 

cm2 secで、舎内空気のそれよりも大きかった。寒

J令期において、供試牛が朝舎タト l乙出た時の心拍数の

増加は、舎内・外空気のカタ冷却力の差と高い相関

がみられた。(r = 0 . 81 9) (3)供試牛の寒冷期および温

暖期における平均日増休量は、 0.76:t0.33および

0.85:t0.09 kg/目， また、飼料要求率は、それぞれ

1l.0:t2.8および 8.4:t1.4TDNkg/gain となり、寒

冷期の日増体量ほ小さく、飼料要求率ば約 30%高

かった。 (4)試験期間中の毎日の個体別採食量と 15日

間隔で測った体重から 1日ごとに代謝体重あたり

DN摂取量(Y)を求め、毎日の舎内外平均気温(x)と

の回帰を分析すると、 y=ー0.049X+8.008(ド0)，およ

びY=-O.034X+8.311 (X>O) という回帰式がえられた。

32 S treptococcus diac日ti 1 a c t i s の固定化菌体によるジアセチルの生成

0大塚由美 岡本英竜 菊地政則 (酪農大)

1目的:乳製品用スターターの使用目的の 1つに芳

香成分の生成が挙げられるが、本研究では S t r.e p t 0 

coccus d iacetilacti sをアルギン酸カルシウムで圃

定化し、 diacetylの連続生成を確立する基礎的な検

討をした。今回は特に菌の培養、固定化条件及び主

にピルビン酸からの diacetyl生成の反応条件につい

て検討した。

2方法:供試菌は酪農学園大学酪農微生物学研究室

保存株 S.d iacetilacti s (D2066)を用い、液体培地

で培養した菌体を遠心分離し、洗菌した菌体をアル

ギン酸ナトリウムを担体として塩化カルシウムにて

固定化した。 まず培養液を決定する為、幾つかの組

成の液体培地を検討した。更に選定された培地によ

る培養時間の検討、固定化菌体の溶解性とカルシウ

ムの種類と濃度、固定化担体のアルギン酸ナトリウ

ムの pH等の影響を検討した。 また固定化菌体による

diacetyl生成の反応条件を把握する目的で、 反応液

のpH、金、属イオンの影響、反応時問、反応温度等を

検討した。

3結果: MRS培地で 24時間情養した_a_， Qiacetilact 

i sを用いた固定化菌体は、 diacetylを最も良く生成

したが反応液との接触によって pe 1 1 e tの溶解が生じ

た。 また固定化する際のカルシウムの濃度は O.1 ~ 

O. 2 M塩化カルシウムが最も多かったが、 O.2 M以下で

は pe 11 e tの溶解が見られた。 pH 5. 5 のアルギシ酸ナ

トリウムの担体は格解も見られず比較的安定してい

た。 diacetyl生成は反応液の pHがピルビン酸で pH 5. 0 

以上、 クエン酸では pH4.0 ~5.0 が最も多かった。

反応液中の金属イオンの影響は、 Feを含むものに pe

11 e tの溶解が見られた。反応温度の影響は、 ピjレピ

ン酸の場合は 30.Cまでほぼ直線的に上昇し、 その後

定常状態となったが、 クエン酸の場合は 40.Cが最も

多かった。反応時間についてはピルビン酸、 オキサ

ロ酢酸、 クエン酸ともにほぼ直線的に上昇している

が、同一時間における diacetylの生成量はピ jレピン

酸、 オキサロ酢酸、 クエン酸の順に多くなった。
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33 L actobacillus bulgaricus の増殖及び乳酸生成に及ぼすギ酸の影響

0菊地政則 岡本英竜 大塚由美

1 .目的:低温殺菌乳におけるL.bulgaricu s の乳

酸生成能は低く， s tre p _1_Q c_O_Q_C__ll__a t h e r m 0 p h i 1 u s と

混合培養するか，ギ酸を添加するととによって，そ

の生成は向上することを報告してき必。今回は，減

菌乳中でL.bulgaricu s の発育が旺盛になる現象か

ら，高温処理乳中のギ酸の生成ならびにギ酸が本菌

の発育にどの様な影響を及ぼすかについて検討した固

2 .方法:供試菌は，低温殺菌乳中で酸生成能が低

いL.bulgaricu s 2139株を用い，培養は 10%還元脱

脂乳を基本培地とし， 41"Cで行った。菌の活性試験

は生菌数，ならびに滴定酸度を求めることによって

検討した。なお生菌数測定は BCP加プレートカウン

ト培地を用い常法通り希釈平板法で行った。またギ

酸は，培養した牛乳培地を水蒸気蒸留し，それを捜

縮したものを HPLC (シマズゲル SCR-101H) にて

定量した。

3 .結果:80DC 一 15分間殺菌した牛乳における L.

b ulgaricus は増殖が遅延し，酸生成量も著しく低

中村知珠I(酪農大)
かった。 しかし，その低温殺菌乳にギ酸を 20 ppm 

以上添加すると，薗の発育および酸生成は著しく助

長された。また， 120 DCで加熱処理した牛乳での酸

生成は， ギ酸を添加し無くても著しく促進された。

そこで， 120 "c加熱処理した牛乳培地のギ酸を定量

したととろ， 70 ppm 以上の蓄積が見られたところ

ら， L. b ulgaricu sは加熱によって生成されたギ酸を

利用して酸生成，発育が助長されているものと示唆

された。次に，低温殺菌乳に培養された S.thermo-

旦主土よ旦S はギ酸を生成するととから，本 2菌椋を混

合培養することによってギ酸の供給が行われ，共生

作用が発揮されるものと考えられる。また， 80 "cー

15分加熱処理した牛乳培地にギ酸を O~ 80 ppm添加

したものにL.bulgaricu s を培養すると， 10時間後

に70%程度のギ酸が消費された。更に， L. b u 1 g a r i c-

usの酸生成に助長的に作用するギ酸はアデニン，グ

アニン等で代替する事が可能であった。

*菊地ら.日本農芸化学会昭和 58年大会要旨 p547 

34 牛乳リバーゼによる乳脂肪風味の強化

0灰谷剛・斎藤善一 (北大農)

1 .目的:リパ」ゼによる脂肪分解は、原料乳において

は重大な欠陥であるランシッドの原因となるので好まし

くない。しかし、食品加工材料として牛乳・乳製品を使

用する場合、風味を強化する効果があるとされ、唾液腺

リバーゼなどを用いて乳脂肪を分解した製品がある。牛

乳本来のリバーゼを利用すると良好な風味が得られると

思われるが、不安定で、あり、基質が充分でも或段階で分

解が進みにくくなる。牛乳リバーゼにより適当に乳脂肪

を分解させるための基礎的研究として、冷蔵中の遊離脂

肪生成と均質化の関係を調査した。

2.方法:) {ルククーラーより集乳(隔日)直前に採取

した生乳を主として使用したが、一部の実験では夕方搾

乳の混合乳を用いた。均質化は牛乳用均質機を用い圧力

140kg/cm2で、行った。少量の場合はブレンダー型ホモゲナ

イザーを用いた。クリームセバレーターを用いてクリー

ムと脱脂乳を得たが、一部では分液ロートを用いて静置

法(5OC)によりクリーム部分および脱脂部分を得た。試

料調製直後と 24時間氷水中に保存した後の遊離脂肪酸を

測定し(フェノールレッド法)、その閣の増加量(パルミチ

ン酸としてmg/ml)で、リポリシスの程度を示した。

3.結果:単位脂肪率当たりリポリシスで比較するとク

リームは生乳の 3~4倍で、温度活性化と撹搾効果が認め

られた。分離温度30
D

Cでは400Cの場合の1.3倍のリポリシ

スを示した。クリームを氷水中に保存すると、24時間で脂

肪19当たり 32mg(35
0C分離〉、 30mg(400C分離)の遊離脂肪

酸を生成するが、その後の24時間における生成量は、それ

ぞれ、20mg、5mgにすぎなかった。一方、ワーリングプレン

ダ」により 40
0Cで均質化すると、処理直後から1時間が、

もっとも遊離脂肪酸の生成が多く、24時間の生成量の24%

(生乳〉、27%(クリーム)に達した。ブレンダーの場合、10

℃でも十分均質化効果があった。脂肪含量が低い程、均質

化効果が大きく、0.3%では24%クリームの43倍の単位脂肪

当たりリポリシスを示した。



35 原子吸光分析による牛血清セレン測定法の検討

0森清一.工藤車二，米道裕弥，尾上貞雄，恒光裕，平井綱雄 (新得畜試)

[目 的] 近年牛および馬の子畜において白筋症の発

生が報告され，家畜におけるセレン(5e)の不足が注目

されている.5eの測定は，主に蛍光法によって行なわれ

ているが，その操作はかなり煩雑で，多数検体の測定に

は適してない。

そこで我々は，水素化物発生を利用した原子吸光分析

による牛血清5eの測定法について検討したので，その概

要を報告する。

[方法] 分析装置は日本ジャーレルアッシュ社製原

子吸光光度計A-855，水素化物発生装置HYD-l，水素化

物加熱原子化装置HYD-2を用いた。

血清4nieを硝酸，りん酸，過酸化水素水によって灰化し

た後，蒸留水を加え， 20meとした.これをHYD-'-1に吸引

させて， 1%水素化ホウ索ナトリウム (0.5%水酸化ナト

リウム)液， 5N一塩酸，蒸留水と混和， 5eの水素化物を

生成させた。これをアルゴンガスによって1000.Cに加熱

した石英二重吸収セル(HYD-2)に導き，その時得られ

る吸収ピークを測定した。測定条件は，波長196.0ml，

光源電流値20.A，スリット3である。

第二会場午後の部

[結果] 原子吸光分析用S噸準液(1000PPIII，和光

純薬製)を蒸留水で希釈調製した偲準液を用いて，検量

線法により回収率を検定した結果，凹収率は125.0:1:6.3 

%と高い値を示した。灰化に用いた酸を添加Lた標準液

を用いても同様の結果であった。そこで検体と同量の牛

血清を灰化し，これを用いた標準添加法により作製した

検量線によって算出すると，回収率は， 99 .2f:2 .2%と

なり改善された。

前処理後プールした同一検体をくり返し測定した時の

変動係数 (n=10)は， 0.67%であった。また前処理操

作も含めた場合の変動係数(n=15)は， 1.02%であっ

た.また検出限界は， O.5ng/meであった。

したがってこの方法により比較的簡便で，かつ精度，

再現性の高い血清5eの測定が可能であると考えられた。

この方法により白筋症発症牛の同居子牛40頭の血清5e

を測定した結果，平均値は13.4ng/meで，このうち14頭

カIQOng/me以下の著しい低値を示した。

36 要事手令其耳 o 摩書記三里i'" "こ lJ:; t:t る 指足三試.75 主去
0泰 寛・藤田保(滝川畜試)

[目的] 本道において冬季に強制換気を常に行っている豚舎 量で運転，作動方法B:少風量で常時連続運転，作動方法C:

は極めて少<， ，換気不足による舎内環境の悪化がみられる。本 Bと同様であるが，舎内温14'C以上ではサーモスタットによ

研究では，舎内温の低下が少なく冬季の豚舎においても採用し り中風量で運転の 3通りで，作動方法AとBは1時間当たりの

得る強制換気方法について検討した。 換気量が同じになるように設定している。

[方法] 試験1:タイマーによる断続換気を想定し，換気扇 [結果] 試験1:舎内温は換気扇の運転時に低下し，作動方

の作動間隔と舎内環境の関係について，サーモスタットによる 法①と@では舎内温が10"C以下となり温風暖房後が作動した

温風暖房を実施している肥育豚舎で調査した。 19 8 3年1月 が，@と④では1O.C以下になるととはなかった。舎内 CO2 

1 0日から 14日にかけて， 24'時間ずつ4通りの方法で換気 構度は，作動方法①~③で換気眉の停止時に O. 3 %以上にな

扇を運転した。作動方法①:1 2時間間隔で 1回2時間運転， ったが，作動方法④ではO.3 %を超えることはなかった.

作動方法②:6時間間隔で1回1時間運転，作動方法@:3時 試験2:舎内の温・湿度は，作動方法Aで作動方法B・Cに

間間隔でl回30分運転，作動方法④:1時間間隔で l回10 比べ急叡に大きく変化した。舎内CO2 溝度は，作動方法Aで

分運転の4通りでJいずれも 24時間当たりの換気量が同じに 換気扇の停止時にO.3 %を超えるごとが認められたが，作動

なるように設定していやる。 方法B・Cでは常に O. 3 %以下で推移した。さらに，作動方

ー試験2:断続換気，連続換気および温度換気と舎内環境の関 法Cではサーモスタットによる温度換気が加わるので，気温が

係について，屋!根中央部に風量可変{大・中・少)のJレーフフ 上昇する日中のCO2 温度が作動方法Bよりも低〈推移した。

アン 1台が裡置されている円形無恵血育豚舎で調査した.1 9 以上の結果より，冬季の必要最低換気量は断続換気よりも少

83年3月22日から 24日にかけて， 3通りの方法でルーフ 風量連続換気で確保すべきで，さらに日中の気温が高まる春先

ファンを運転した.作動方法A:1時間間隔で 1回20分大嵐 や秋口には温度換気を加えるととが望ましいと判断される.
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37 飼料の給与順序と去勢牛の採食量，採食行動

O森田 茂・西埜進〈酪農大〉

目的 演者らは，反すう家畜の採食量や採食行動が

飼料の給与順序により影響を受けることはすでに報

告している.本試験では，さらに飼料の給与順序と

反すう家畜の採食量，採食行動との関係を明らかに

するため，飼料の給与順序による採食量の違いを調

べるとともに給与順序の変更による家畜の採食行動

の変化についても検討した.

方法 ホルスタイン種去勢牛 8頭を 2群に分け，そ

れぞれを下記の処理区にあてはめて試験を実施した.

給与飼料にはベレット状配合飼料と細切 2番刈乾草

を用い， 1日2回(7:00，19:00)各飼料老 40分間ずつ

自由採食させた.飼料を給与する)l1n序により 2つの

処理(乾草，配合飼料の順に給与した処理および間合

飼料，乾草の順に給与した処理〉を設けた.試験は 1

期聞を 7日間とし，第 1期終了後に処理老人れ換え

て第 2期を行い，第 2期の結果から給与順序変更に

伴う採食行動の変化を調べた.各飼料の採食量は毎

日測定した. また，第 1期の最終 2日間と第 2期の

7日間の飼料給与時に行動観察を実施して採食時聞

を求めた.

結果 飼料給与順序による各飼料の採食量は，前に

給与した方が後に給与した場合に比べ多くなり，そ

の差は乾草で約 330g，配合飼料で 180gとなった.採

食量に対する割合では，乾草で 41%，配合飼料が5%

となり，乾草において給与順序の影響が極めて大き

かった.飼料給与順序変更に伴い乾草の採食量およ

び採食時間は，前から後，後から前， いずれの給与

順序の変更でも変更初日〈第 2期初日〉に急激な変化

を示し，その後 3-5日程度でほぼ一定となった.

また，採食速度はいずれも変更後減少し，以後増加

して 4-6日程度で変更前の採食速度とほぼ等しく

なった.採食速度の低下した期間の探食行動には，

比較的短い採食期の回数の増加と長い採食期の減少

および飼料給与直後の初回採食時間の低下がみられ

た. これに対し，配合飼料ではこれら給与)1匝序変更

に伴う変化は認められなかった.

38 1乳期乳量の早期推定

。黒沢弘道・原 悟志・中辻浩喜・小倉紀美(新得畜試)

目的:個々の牛の1乳期乳量を精度よく早期に推定することは、酷 しかし、個々の午の最高日乳量はある程度乳期が経過した後で、

農経営にとり重要である。 B.リドラーとW.H.Tロスヲーは、最高日乳量の かつ毎日計量しなければ分らない。そこで週毎の日乳量と最高日

変動はl乳期乳量の変動の831¥・一セントを説明することを述べている 乳量の関係を検討した結果、相聞は7週時が最も高く r=0.926料

(1974)。そこで本報告は、最高日乳量および泌乳初期の1日乳量か となり、次いで9週時、および8週時がそれぞれ 0.913料， 0.912 

ら、 l乳期乳量を推定する方法を検討した。 料であった。この7週時の1日乳量(X7)から最高日乳量を推定する

方法:新得畜試において昭和田年1月以降、 61年8月まで分娩した牛 回帰式は次のとおりである。

で、 l乳期の泌乳日数が277日以上、 333日以下(305日士4週間〉の2 Yp = -4.5 + 1.3 x X7 (tデ49.76料)

43頭を対象とした。個々の牛の分娩後2週以降、 9週まで1週間毎の また、 l週毎の日乳量とl乳期乳量の相聞は、 9週時が最も高い

日乳量、および1乳期の最高日乳量と1乳期乳量の関係を相関、お r=0.861糾となり、次いでにおよび8週時がそれぞれ 0，.850料，

よび回帰分析により解析した。 0.844帥となった。この9週時の日乳量はめから、 1乳期乳量を求

結果:対象とした牛の平均産次は2.4、最高日乳量(kg)，および1手し める回帰式は次のとおりである。

期乳量(kg)の平均はそれぞれ 34.8士7.9，7082:t 1360 (初産次 Y' = 648 + 217.7 x X9 (t=36.24料)

6075士960，n=90;2産次以降 7674:t 1206， n=153)となった。なお、 ごの計算式より、最も精度のよい1乳期乳量を推定し得る。

最高日乳量は分娩後 51 :t 27 日に発現した。

最高日乳量(Xp)と1乳期乳量(Y')の相関係数は r=0.862帥と高

く、これを用いて1乳期乳量を求める回帰式は次のとおりである。

Y'= -960 + 230.8 X Xp (t=40.78古車)
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39 肉専用種子牛の初乳免疫に関する調査 II .移行抗体量と品種ならびに母牛の年齢との関連性

。藤川朗、恒光裕 (新得畜試)

[目的]子牛の損耗率の低下ならびに増体性の向上は肉牛 がアンガスよりも有意に低かった。

の興殖経営農家にとって共通の願いである。子牛の初期発 母牛の年齢別平均値は、 2才 1.17g/dl、3才し70g/dl、

育の段階では抵抗因子として初乳免疫が重要だと考えられ 4才 1.84g/dl、5才1.59g/dL6，7才1.65g/dl、8才

ているが、横者らは第41回本会において肉専用種子牛の一 以上1.36g/dlであった。母牛が2才すなわち初産次であ

部に移行抗体量の低いものが認められたことを報告した。 る子牛は母牛が3，4才のものより有意に低かった。

今回は、移行抗体量と品種ならびに母牛の年齢との関連性 γーグロプリンと90日齢までの平均日増体量との聞には、

について検討を行った。 アンガスならびにヘレフォードにおいて有意な正の相闘が

[方法3新得畜試において 19 8 7 年 3~5 月に出生した 認められた(r=0.25、r=0.44)。また、出生後2日目の子牛

肉専用種子牛159頭(アバディーンアンガス62頭、ヘレフォ の血清中 γーグロプリン(G)と総蛋白質(TP)との聞には

ード79頭、黒毛和種目頭)を供試牛とした。とれらの子牛 高い相闘が認められ、

は全て自然晴乳である。子牛の血液は出生後2日目に採取 G (g/dl) = 0.799 X T P (g/dl) -3. 210 (r=0.89) 

し血清分離後、屈折計により総蛋白質温度ならびにセルロ という推定式が得られた.

ースアセテート膜電気能動法により γーグロプリン横度を ヘレフォードにおいては子牛の移行抗体量が他品種にお

測定した。 けるよりも低く、しかも初産牛と高齢牛の子牛の移行抗体

[結果]分散分析において、 γーグロプリンに対する品種 量は著しく低いことが注目された.また、測定の簡便な総

ならびに母牛年齢の効果はともに有意であった。 γーグロ 蛋白質譲度を用いて肉専用種子牛の移行抗体量を把握する

プリンの品種別平均値は、 アンガス 1.91g/dl、ヘレフオ ととの有効性が示唆された。

ード1.32g/dl、黒毛和種1.44g/dlであり、ヘレフォード

40 N a 0 H処理イナワラサイレージの給与が肉用牛の増体に及ぼす効果

。鳶野 保.三上 昇.山崎昭夫，山本洋一(北農試)

目的:水団地滞における肉用牛飼養の振興をはか 含量は毎週 1~ 2回測定して.乾物摂取量を算出し

るためアルカリ(NaOH) 処理イナワラサイレージの た。 結果:①イナワラサイージの品質は終始良

給与がホルスタイン去勢牛の増体に及ぼす効果を検

討した。 方法:コンパインによるモミ収穫後の

新鮮生ワラをミニベーラで収穫し，ハーベスタでク

ロップキャリアに微細断して吹き込み，ブロアーで

サイロに埋蔵するときに. 15% NaOH 溶液を滴下し

た。乾物詰込量に対する NaOHの添加量は 4.96 % 

であった。 一方.オーチヤードグラス主体混藩草を

昭和 61年 6月23日に刈り倒して予乾し.ハーベスタ

好であった。グラスサイレージは低水分になったた

め.途中で部分的に発熱したが.アンモニアガスを

発熱部分に注入すると，温度が低下し，採食量には

影響しなかった。②イナワラサイレージ群の乾物摂

取量は.全期間の l日 l頭当り平均 4.26 kg (3.84 

~ 5. 24) であり，グラスサイレーヲ群は 4.23 kg ( 

3.55~4.59) で同様であった。③両群とも試験期間

の前半よりも，後半の方が摂取量が多くなった。④

で微細断してサイロに埋蔵した。 ホルスタイン去 両群とも順調に増体し.イナワラサイレージ群の日

勢牛 12 頭を 6 頭ずつの 2 群に分けて NaOH処 増体量は 0.92 kg (0. 67 ~ 1. 11) で，グラスサイレ

理イナワラサイレーヲ群とグラスサイレージ群とし ージ群は 0.93 kg (0.85 ~1.02) であった。⑤ 1 kg 

それぞれのサイレージを自由摂取させ.両群とも 増体に要した乾物量はイナワラサイレ -9群は 8

玄米 3kgと魚粉 500g を給与した。試験期聞は 12 .16 kg (6.31 ~10.27). グラスサイレージ群は 7

月10日から 3月 3日までの 12週間とし.給与量と残 .83 kg (7.38 ~8.48) で，両群とも良好な飼料効

食量は毎日測定し，体重は毎週測定した。 給与飼 率であった。@玄米，魚粉，ワラ等の消化率測定に

料の消化率はめん羊で測定し，サイレージンの水分 は 2. 3の問題点が認められた。
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41 肉豚の肥育方式組み立てに関する試験

0宮崎元，小泉徹，秦 寛，阿部英則， (道立滝川畜試)

目的:演者らは先に、肥育後期における給与飼料の

エネルギー含量と屠殺体重が、枝肉の品質に及ぼす、

影響について単飼条件で検討し、飼料のエネルギー

含量の増加により、日増体重は高まるが、背脂肪厚

は厚くなり、部分肉割合が低下する傾向を認めた。

また、去勢豚では、屠殺体重の増加により、枝肉

の品質が悪化し、部分肉割合が低下する傾向が認め

られたが、。エネルギー含量の低い飼料では比較的良

好であった。

そこで、本試験では一般農家の飼養形態である群

飼条件で、屠殺体重、エネルギー含量および性別を

組み合せ、肥育方式を検討したので報告する。

方法:供試豚はランドレース36頭を用いた。試験区

分は、去勢豚において、低飼料 (TDN70%)では体

重105Kgと115kg屠殺、高飼料(同 77%)では95kgと

と105kg屠殺で、雌豚は高飼料で105Kgと115kg屠殺と

した。なお、試験開始体重は群平均60kgからとし、

各処理に6頭群飼1群を供した。

結果:群平均体重60kg以降の発育を見ると、 1日平均

増体重は去勢高飼料が去勢低飼料や雌高飼料に比べて

高い増体を示していた。群のバラツキは試験開始時よ

りも屠殺開始時が大きく、屠殺回数は ~~4 回(週 1

回屠殺)で、給与飼料や屠殺体重による差が認められ

ず、屠殺開始から終了まで約 1か月を要していた。飼

料摂取量と飼料要求率は、高飼料が低飼料に比較して

良好であったが、高飼料では雌豚が去勢豚に比べ優れ

ていた。

枝肉の性状は、屠殺体重の増加により、枝肉重量や

背腰長一 Eに遣いが認められたが、脂肪の厚さには大

きな差がなかった。部分肉割合をみると、去勢豚では

低飼料105kgが最も高く、低飼料115旬、高飼料95kgと

続き 4 高飼料105kgが低かったd雌豚では、体重増加

により部分肉割合がやや低下した。

以上により、去勢豚では給与飼料のエネルギー含量

を低く抑え、 105kgで屠殺し.嘩豚ではエネルギーを

高め105kg程度で屠殺すると良質な枝肉になる

42 ホルスタイン種育成牛の飼料利用性に及ぼす抗生物質投与の膨響

0日高智， 磯部事. 左 久， 岡田光男 (帯広畜大)

目的:ポリエーテル系抗生物質であるサリノマイシン 普効果がみられた。一方. M N区は対照区と比較して

(S L)およびモネンシン (MN) を3カ月齢のホル 日増体量で10.3%高い傾向を示し，飼料摂取量で1.3% 

スタイン種育成牛に投与し，飼料利用性および第一胃 低い傾向を示し，飼料要求率では. 10.5%の改善効果

内容液性状に及ぼす最多響を明らかにする。方法:3カ がみられた。第一胃内容液性状では. S L区は対照区

月齢のホルスタイン種育成牛を無添加の育成牛用配合 と比較し，総 VFA漉度は低い傾向を示し，酢酸およ

飼料給与区(対照区)に 5顕，対照区と同種の配合飼 び酪酸割合が減少し，プロピオン酸割合は増加傾向を

料に SL 2 0 PPII添加給与区 (.SL区)にラ頭，およ 示し，酢酸・プロピオン酸比の低下がみられた。一方

ぴMN 3 0 pp.訴加給与区 (MN区)に 6頭，計 16MN区は，対照区と比較し，第一胃内 VFA潰度に差

頭を供試した。各牛には，へイキュープ，モラセスフ がみられず. V F A構成割合においても MN投与の野

ァイパーおよびチモシー主体混播牧乾草をあわせて蛤 響は明らかではなかった。第一内アンモニア態宣素漉

与した。試験期間は，昭和 60年 7月23日から 10 度は. M N区は対照区と比較し，低い傾向がみられた

月22日までの 92日間とし，飼料摂取量は毎日，体 が. S L区では対照区との間に差はみられなかった。

重は月 l回測定し. T D N摂取量と僧体量を算出し， 第一胃内乳酸濃度では. S Lおよび MN投与による膨

これらから飼料要求率を求めた。また月 1回第一胃内 響はみとめられなかった。以上の結果から. S Lおよ

容液を採取し. V FA温度.アンモニア態望素濃度お びMNをホルスタイン種育成牛に投与すると，第一胃

よぴ乳酸温度を測定した.結果 :SL区は，対照区と 内容液性状が変化し，また僧体量が増加し，飼料摂取

比較し，日増体量で12.9%高い傾向を示し，飼料摂取 量が減少して，飼料効率が改善されることが認められ

量で1.2%低い傾向を示し，飼料要求率では12.4%の改 た。
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43 生肉の保水性について

。三浦弘之・三上正幸・田中敏雄
1 

目的;生肉の流通時zにしばじば問題になるのはド

リップロスの問題である占特にチルドミー卜の形で

流通させているときにしん出して来るドリップは、

肉質とは無関係に 1クレームの対象とされ、しかも大

変やっかいなことに、 H 若令肥育牛は概してドリッ

プが多い H 、 H チルドミートの真空包装自体がドリ

ップを生成させる H 、 H シュリンクトンネルを通す

システムがドリップを誘発する P、 H流通時の温度

がドリップを生じる原因 H、 H電気刺激を加えたも

のはドリップが多くなる傾向がある ρなど今日の流

通システムそのものに原因があるかの様な状況にあ

る占 そこで、もうすこし客観的にドリップ生成に

ついて把握しようというのがこの研究の目的である

そこでこの実験では、肉片に500gの圧力を加

えた時にしん出してくる液汁を仮にドリップとし、

種々の条件下でしん出するドリツアを定量して保水

性に換算し比較した。

方法;牛肉および仔羊の背最長筋部分を4.'5ミ

(帯畜大・保蔵)

リ目の‘ミンチで2度挽きしt その 1.0+0.01

gを直径 11 cmのろ紙(T '0 Y 0， N 0' 2 )をの

せたガラス板の上に採り、その上から更にガラス板

をのせて、総重量が500gになるようにして加圧

した@ 一定時間加圧することによって遊離した水

はろ紙ごと、常法によって水分を測定し、保水性を

算出した。;

結果; 1 .遊離水から算出した保水性は相関係数

rニー0.994と高い相聞を示した。 2.加圧時

間を 10分から60分までの6段階に変えると時聞

が長いほど保水性は低くなるが、 50分と60分の

聞に差がなかったo.3 ;品種別にみるとホルスタイ

ン種の肉はアンガス、ヘレフォード種よりも保水性

が高かった。 4 園ホルスタイン去勢牛の 14ヶ月肥

育と 18ヶ月肥育では、屠殺後3日目では差異がな

いが、屠殺後7日目では 14ヶ月肥育が低かった。

5.屠殺後の仔羊に電気刺激を行った結果、保水性

は左右されなかった.
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